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開会の日時

年月日 平成28年11月９日 水曜日

開 会 午前10時１分

散 会 午後４時45分

場 所

第２委員会室

議 題

１ 参考人からの意見聴取について（陳情第110号、112号、第122号及び第123

号）

出 席 委 員

委 員 長 狩 俣 信 子 さん

副 委 員 長 西 銘 純 恵 さん

委 員 新 垣 新 君

委 員 末 松 文 信 君

委 員 次呂久 成 崇 君

委 員 亀 濱 玲 子 さん

委 員 比 嘉 京 子 さん

委 員 平 良 昭 一 君

委 員 瑞慶覧 功 君

委 員 金 城 泰 邦 君

委員外議員 なし
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欠 席 委 員

照 屋 守 之 君

説明のため出席した者の職・氏名

（参考人 （陳情第112号について））

豊 里 友 治 君
引きこもりを考える会おきなわ

会 長

東 邦 治 君
引きこもりを考える会おきなわ

副 会 長

平 良 和 之 君
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 夢 Ｗ Ａ Ｌ Ｋ

代 表

（参考人 （陳情第110号について））

沖 本 富貴子 さん
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 沖 縄 恨 之 碑 の 会

事 務 局 員

（補助者 （ 〃 ））

上 間 芳 子 さん
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 沖 縄 恨 之 碑 の 会

事 務 局 長

（参考人 （陳情第122号及び第123号について））

具志堅 隆 松 君
沖縄戦遺骨収集ボランティア

「 ガ マ フ ヤ ー 」 代 表

ただいまから、文教厚生委員会を開会いたします。○狩俣信子委員長

参考人からの意見聴取についてを議題といたします。

参考人として、引きこもりを考える会おきなわ会長豊里友治氏、同会副会長

の東邦治氏、ＮＰＯ法人夢ＷＡＬＫ代表平良和之氏、ＮＰＯ法人沖縄恨之碑の

会事務局員沖本富貴子さん及び沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」代

表具志堅隆松氏の出席をお願いしております。

参考人からの意見聴取を行います。
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参考人からの意見聴取については、去る10月７日の本委員会での決定に基づ

き陳情第110号、第112号、第122号及び第123号の陳情審査の参考とするため、

陳情者等からそれぞれ説明を求めるものであります。

まず初めに、引きこもりを考える会おきなわ会長豊里友治氏から説明を求め

ます。

なお、同陳情については、引きこもりを考える会副会長東邦治氏及びＮＰＯ

法人夢ＷＡＬＫ代表平良和之氏を参考人として出席を求めておりますので、御

報告いたします。

参考人の皆様、本日は御多忙のところ御出席いただきましてまことにありが

とうございます。

参考人から説明を求める前に、委員会の審査の進め方について御説明申し上

げます。

まず、参考人から御説明をいただいた後、委員から参考人に対し質疑を行う

ことにしております。

なお、参考人が発言しようとするときは、あらかじめ委員長の許可を得なけ

ればならず、発言は、陳情の趣旨の範囲内で行うこととなっております。

また、本日は委員会が参考人の説明を聞く場でありますので、参考人が委員

に対して質疑することはできませんので、御承知おきください。

それではまず初めに、豊里友治参考人から、陳情第112号ひきこもり問題に

関する陳情について、提出に至る背景及び目的等について簡潔に御説明をお願

いいたします。

引きこもりを考える会おきなわ会長豊里友治と申します。○豊里友治参考人

中部地域で引きこもりを考える親の会、通称引きこもり問題を考える交流会

と言っていますが、運営して13年目になります。ともに出席しているこちらの

方が東さんで、北部で支援活動を行っております。こちらが平良さんで、浦添

市で支援活動を行っております。私から陳情の趣旨、背景及び理由などについ

て述べていきたいと思います。その後、質疑の中で東さんと平良さんにも補足

していただきたいと思っております。

まず、内閣府の平成27年度の調査とその５年前、平成22年度の調査などから

うかがえる状況を私たちなりに説明したいと思います。

平成27年度内閣府による15歳から39歳までの調査ですが、広い意味で広義の

ひきこもり者が54万1000人となっておりまして、５年前の平成22年度の調査で

は69万6000人と言われております。５年間で約15万人減少しております。

ここで広義のひきこもり群と内閣府が定義しているものについてですが、ま



- 4 -
H28.11.09-01

文教厚生委員会記録

ず１点目は趣味の用事のときだけ外出する。２点目は近所のコンビニなどには

出かける。３点目に、自室から出るが家からは出ない。４点目に、自室からほ

とんど出ないのいずれかに当てはまり、かつその状態が６カ月以上続いている

と。軽いひきこもりは趣味の用事のときだけは外出する者で、重いひきこもり

は自室からほとんど出ないということで、幅があります。その状態が６カ月続

いていると。しかし、その状態があっても以下のところで除外されているもの

があります。

１点目に統合失調症または身体的病気が理由でその状態になっている者を除

きます。妊娠した方も除きます。自宅で仕事をしているという方も除きます。

。 、 、出産に伴い育児をしている者も除きます 専業主婦―女性の主婦 男性の主夫

または家事手伝い、さらには普段自宅で家事・育児をすると答えている人たち

は除いています。

次に、厚生労働省のひきこもりの定義を読み上げますが 「さまざまな要因、

の結果として社会的参加を回避し、原則的には６カ月以上にわたって概ね家庭

にとどまり続けている状態（他者と交わらない形での外出をしていてもよい）

を指す現象概念」とされていまして、それでもひきこもりとなる方もいるとい

うことです。６カ月以上というのは、内閣府も厚生労働省も同じです。

それから関連して、厚生労働省のひきこもり問題の研究班長をなさった齊藤

万比古さんの見解を紹介したいと思います。

厚生労働省の疫学調査によるひきこもりの推計値は、23万5000世帯となって

おります。人数は最低でも25万5000人になると。世帯数で23万5000世帯ですの

で、人数ではもっと多くなるだろうと。兄弟でひきこもっている場合もあるわ

けです。緊急に支援を必要とするこの数字と平成22年度内閣府の言っている狭

義のひきこもりと照らし合わせて見ますと、平成22年度の内閣府の調査では狭

い意味でのひきこもりは23万6000人となっていると。そして、この数字が近い

ということで指摘しております。

平成22年度と平成27年度の２回とも調査対象になったのは、平成22年の時点

で15歳から34歳までの年齢層であります。この年齢層でひきこもり者の数は５

年間で約４万4000人減少しています。この減少の詳細について実態は不明であ

ります。平成27年の調査時点で就職したか、専業主婦になったか、または家事

手伝い、身体的病気、統合失調症など、該当から外れた可能性があります。平

成22年度も平成27年度も調査の対象になった方々の４万4000人の減少について

は、推測をするだけとなっております。

次に、ひきこもり者の性別を見ますと、平成22年度は男性が66.1％、女性が

33.9％。平成27年度は男性が63.3％、女性が36.7％であります。女性は妊娠や
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専業主婦または家事手伝い、家事・育児を理由に除外される数があり、２回の

調査で男性の比率がとても高くなっています。確たる理由は不明ですが、親の

会に相談に来る事例も男子が多く、しかも長男が多いように感じられます。

平成22年度に35歳から39歳の年齢層に当たった人たちは、平成27年度は調査

対象外になりました。平成22年度当時はひきこもり者全体の23.7％を占めてお

、 、 。り 最も高い割合でしたが ５年間でどのように変容したかは不明であります

この年齢層が対象外になり、全体の減少につながっていると見られます。

次に、平成22年度と平成27年度の15歳、19歳の年齢層でひきこもり出現率が

15.3％から10.2％に減少しています。平成22年度と平成27年度で若い層の15歳

から19歳は随分減ったということです。人数で５万1000人減少していますが、

残念ながらこの要因分析は不明であります。ただ、私たちが平成20年から平成

24年までの５年間で小学校、中学校の不登校の生徒の減少傾向が見られるとい

うこととの兼ね合いでその減少が反映されている可能性があります。

次に、ひきこもり者本人を含めた同居人数についても調べが行われておりま

すが、ひきこもり者含めて両親との３名家族の世帯が平成22年度は30.5％だっ

たものが、平成27年度に42.9％と12％余りアップしています。そして、４人家

族が30.5％から16.3％に減少していますが、ひきこもり者本人と両親だけの家

族が目立ってきたのではないでしょうか。主な生計者で父母の割合が増して本

人の割合が減少し、さらには生活保護が3.4％から4.1％に微増しております。

ひきこもり者本人に家庭の暮らし向きを問うておりますが、２回の調査とも生

活水準は世間一般と比べてみて、中レベル以上―それぞれ３段階に分けて上・

中・下に分けておりますが、そのうち答えさせますと中の下から上ということ

で、これが７割を超えています。ただ、両親亡き後、ひきこもっている本人は

無収入ということになりますと、見通しが全く立たなくなるわけです。親の心

理的な状態は非常に不安であるわけですが、その本人たちとの心理的な乖離が

かなり感じられるという感じです。

ひきこもりの実態にかかわって、40歳以上の調査がぜひ必要だと考えており

ます。それから、長期にひきこもる本人たちをいかに医療やその他の支援に結

びつけていくかということについて、次に述べたいと思います。

厚生労働省がひきこもり新ガイドラインを作成しておりまして、先ほど紹介

した齊藤万比古先生が述べておりますが、池上正樹さんというジャーナリスト

が齊藤万比古先生のものを引用しているものを孫引きで紹介したいと思いま

す。

、 。まず ひきこもりには全ての障害概念のどれかが当てはまる可能性があると

精神障害のどれかが当てはまる可能性がある。２番目に、発達障害が４分の１
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を占めてしまっていると。これは平成22年の調査後に話をしていますが、発達

障害はひきこもりにとても縁が深いと。ここに注目しています。

次に、狭い意味でのひきこもりの３つの分類と治療について説明しておりま

すが、まず第１グループの統合失調症、気分障害、不安障害などは薬物などの

医療的治療が優先されるべきであると。これを長期に放置していますと深刻に

なっていくということが言われております。第２グループは、発達障害の診断

名がつくひきこもり者です。精神的療法や教育的な支援が必要と。薬物はここ

では出ていませんが、次に第３グループは、パーソナリティー障害、薬の効か

、 、 、ない不安障害 身体表現性障害 同一性の問題などによるひきこもりの場合は

精神療法やカウンセリングが中心になると。このように齊藤万比古先生がひき

こもりの人たちはほとんど何らかの障害に該当する可能性があると言っており

まして、さらに深刻なものから軽いものに分類を行って、どういう治療、支援

が必要かということをおっしゃっているわけです。それから、この先生は自宅

、 。訪問という形での支援の仕方がありますが この場合はタイミングが大事だと

支援の場まで出てこられるようになることを支援すると。そういう限定的な方

法と考えるべきだとおっしゃっています。

参考までに、中部の親の会について紹介しておきますが、2003年１月からス

タートしました。私自身がひきこもりの子供を抱えているということもありま

したので、学校カウンセラーをやっている長山先生とも相談をして、最初は４

名で立ち上げたのは2003年１月よりも二、三カ月前でしたけれども、正式にス

タートしたのは2003年１月となっております。毎月１回、日曜日を会合の日に

設定しました。私たちの会はとても恵まれておりまして、2003年２月―スター

トとして２カ月目から2008年の８月までの５年半ほど、那覇でクリニックを営

んでおられます精神科医の上地弘一先生がほぼ毎月見えてアドバイスをしてく

れました。一緒に世話をしてくれ学校カウンセラーの長山先生とは今日まで一

緒にやっております。それから保育園の園長をなさっている友寄さんが発足か

ら今日まで支援してくれております。

私たちは会合の場所として宜野湾市保健相談センター、中部保健所、沖縄市

社会福祉センターとこのように変遷をしてきております。親の会は出席したと

きだけ会費が300円となっておりまして、その費用は会場の使用料やクーラー

代、茶菓子代に充てております。親の会の意義ですが、ひきこもりが長期化す

ると家族だけで耐えられなくなります。これは間違いありません。そこで同じ

悩みを持つ親たちが他の家族の状況を参考にして安心できる、そういう会合で

あります。そして、親の精神的安定はひきこもっている本人の安定にもつなが

り効果があると私たちは捉えております。参加状況を言いますと、発足当初は
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十四、五名ほど毎月いましたが、最近は９名前後に落ちついてきております。

記録の残っている2006年から2016年までの10年余りの間に1196人が参加してお

ります。2003年のスタートからカウントができていれば、恐らく1500人は下ら

。 。ないと思います 相談に見えた方も100家族を優に超えていると思っています

ただ、参加者の中にはほんの一時的な一、二回といった不登校の子供を抱えて

いる親がたまに見えられます。不登校の子供たちというのは小・中・高校含め

て学校からいろいろ支援がありますので、そういう親御さんは間もなく来なく

なります。長期的にひきこもっていて、しかも成人している事例が主な話の内

容になりますので、驚かれるのか、随分かけ離れているという感じなのか、来

なくなります。そしてまた何らかの形で解決されていっていると私たちは期待

しております。

次に、ひきこもりのきっかけですが、不登校から長期化してひきこもりにな

っていくという事例は大体よく聞くところであります。時期的には、小学校、

中学校、高校、大学、就職後さまざまであります。それから、人間関係のスト

レスから不安を抱えて自己防衛する形でひきこもると。これが一般的な心理状

況だと思いますが、対応もさまざまです。家族や特定の友人とは会話ができる

ケース、家族・親族づき合いはできるが同世代との交遊関係はないケース、家

族のみと会話をするケース、父親を避け母親とは会話をするケース、両親も避

ける―深刻になると両親とも顔を合わせたくないといいますか、合わせられな

いといいますか、会話も途切れてしまうと。

私たちが医療との関係でこれまで感じてきたことですが、先ほど専門の先生

がおっしゃっているように、私たちも６カ月を過ぎると、専門に診断をさせた

。 、ほうがいいと思っています 家庭訪問などを行って支援をする方々もいますが

それは専門医につなぐということであると思っております。

私たちの家族会が13年ぐらいたっている中で、成功した事例もありますし、

失敗した事例もあります。就職に結びついていった事例はもう既に本格的な就

職で安心ということで参加をしなくなった母親もおります。それから、就職を

しているけれども、不安をまだ持っているという両親がまだ通っております。

就職したと我々が確認しているのは２つぐらいです。来なくなるというのは何

らかの解決があったかもしれませんし、解決ができないまま諦めているかもし

れません。私たちも非常に困ったことに、来なくなった親御さんのところに電

、 。話をかけるときがなかなか難しく そういうことはほとんどやっておりません

何らかの連絡というのはほとんどやりませんし、封書でも全くやりません。ひ

きこもり本人がこういう会合に行くことを非常に嫌がるという事例もかなりあ

るものですから、そういうことは遠慮しているということがあります。そうい
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うことで、成功事例を我々が把握しているのは非常に少ないということです。

失敗事例としては、みずから命を絶った若者が１人、母親をあやめた若者が１

人おりました。この２件です。母親をあやめた若者は統合失調症の診断があっ

た若者です。

時間のようですので、私からは以上です。中間的支援の重要さ、居場所の重

要さについてはお二人が知っておりますので、質疑の中で答えていただきたい

と思います。

参考人の説明は終わりました。○狩俣信子委員長

これより参考人に対する質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないように簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

新垣新委員。

私も市議時代からこの問題に真剣に取り組んでいたつもりでい○新垣新委員

ますが、見えない部分、重なっている部分がありましてお聞きしたいと思いま

す。

先ほど、25％は発達障害が多いという形で、自分が知る限りプラス50％は鬱

病が重なっていないかと思っておりまして、社会自立ができないという部分を

どのように捉えていますか。重なっているように見えて、これが読めない、見

えないということが現実だと思っています。

ＮＰＯ法人夢ＷＡＬＫの平良と申します。浦添市でひきこ○平良和之参考人

もりを中心とした障害福祉サービスを行っております。今、お話いただいた件

に関して、11月６日に国立障害者リハビリテーションセンターで研修を受けさ

せていただいて、その際にお話があったのが、最近では発達障害というものが

もともとベースにありまして、どうしても対人交流の面で問題が生じて、それ

を重ねることで失敗体験がどんどんふえていくと。そうしますと、自尊心とい

うものが崩れていきますので、そこからどうしても鬱に変更していくという統

計がとられておりました。先ほど豊里参考人から、男性が60％、女性が30％ぐ

らいというお話がありましたが、女性の場合には発達障害に関しても18歳以降

から変調が見られてということもわかり始めていて、診断を受けるときには精

神障害としての診断が受けられてしまうというところから発達障害の発症率に

関しても若干変動が出てきているのかという形です。



- 9 -
H28.11.09-01

文教厚生委員会記録

人間誰でも鬱になるものはみんな持っていると。実は、家族に○新垣新委員

そういった方が１人いて、このことに関しては相当勉強してきましたし、理解

できるということが強くあります。確かに、子供のころから早期発見・早期療

育、早期治療ということで、今、市町村の幼稚園、保育園では、これを未然に

防ごうということで10年ぐらい前から導入していると。おっしゃるとおり、時

代のニーズが届かなかった40代という問題がどうなのかということも―私も40

代ですので、その時代を勘案した場合、私が見る限りやはり元気なときに残業

や鬱とかが多いのではないかと。発達障害ももちろんくっつけあって、鬱の部

分など。あともう一つが正直に申し上げますと―これは正直に申し上げないと

いけないと思います。これは県民の税金、将来的に国民の税金も必要だと思い

ますが、親のしつけというものが大事だと強く思っています。愛情を持ってき

ちんと学校に行こうと。子供が保育園のときから行きたくないなら行かなくて

いいという感じからひきこもりのスタートが始まるということで、ある専門的

な教育関係者からも説明がありまして、やはり小さいころから学校に行きたく

ないなら保育園に行かさないとなりますと、そこから甘えが始まって、自分の

わがままという固定観念が固定してしまうという教育機関の教えもありまし

て、そこら辺が見えない部分がありますが、そこら辺を少しお聞かせ願いたい

と思います。

私は北部で９年前からひきこもりの支援活動をしております○東邦治参考人

東と申します。よろしくお願いします。

今、委員から質疑がありましたように、確かにインテークという最初の面談

のときに、そこで鬱なのか、発達障害なのか、それとも心因性のひきこもりな

のかという形でインテークをしながら見立てをやります。今まではひきこもり

というものは学童期から心因性、発達障害も含めて学校に行けなくなって、そ

れからひきこもっていくというパターンが多かったのですが、最近多いのが専

門学校を卒業後、社会へ出て、職場からドロップアウトしてひきこもってしま

うという相談もたくさんあります。そういう方のインテークではやはり鬱症状

が見られます。そういう症状の人たちはすぐに保健所につないでいます。です

ので、確かに鬱の人たちもたくさんいます。

極端な例ですが、ＤＶやネグレクトで親権放棄のような感じの母親がいて、

母子家庭なのですが、夜は仕事、そして昼間は寝ているという形でほとんど子

供は見ていません。子供はどうするのかといいますと、やはり寂しいので寂し

さを紛らわすために同じような境遇仲間と夜に遊ぶという形の家庭も結構あり
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ます。やはり、沖縄の社会的なバックボーンのダークな部分が見えてきます。

いずれにしても、そういうケースもたくさんありますが、私が一番言いたいこ

とは、ひきこもりが高齢化していて、いずれ先にお父さん、お母さんが亡くな

るわけですがそうなったときに今後生じるであろう次代の人たちに親亡き後の

彼らの最終的な生活をどうするのかといいますと、やはりセーフティーネット

であります生活保護に結びつけるしかないわけです。そういう状況で、例えば

県内に100名のひきこもり者が親亡き後にセーフティーネットの生活保護を申

請すると。一人頭200万円弱を申請したとしますと、約２億円ぐらいの財源が

必要になってきます。今、我々はその問題に取り組んで、社会につなげて、納

税者にするのか、それとも生活保護にそのまま持っていくのかで大きな違いが

あると思います。ですから、委員の皆様にはきょうを機会にこの問題をもっと

もっと社会的な問題として捉えてほしいと思います。これから40代以上のひき

こもりの人たちの経済的な問題が絶対出てきますので、その辺も含めてきょう

は発言をしたいと思いまして来ました。よろしくお願いします。

まずこの問題において、我々がサポートできるところは全力で○新垣新委員

やっていきますが、二者択一で生活保護になるのか、納税者になるのかという

ことで、やはり納税者になって社会復帰してほしいということは切実な強い思

いです。これが１点目。

２点目に、本土の事例でも治したというＮＰＯとか、そういった施設がある

とか、例えばこういった形で協議会を設置します。しかし、先進地といいます

か、自立できるように、納税者にできるようにする施設があるのか、こういっ

た40代以上という高齢者の事例があるのか、それをお聞かせ願いたいと思いま

す。

あります。和歌山県が一番ひきこもりに関しては先進県でし○東邦治参考人

て、約15年ぐらい前に和歌山県のある市で市の中にひきこもり相談支援室とい

うものをつくりまして、今で言いますひきこもりの相談支援センターみたいな

ものを先駆けてつくりまして、そこでやっているところを見学に行きました。

そうしますと、ひきこもりの人たちの居場所があるわけです。そしてそこでコ

ーヒーの焙煎をしたり、いろいろなことをやって、この方たちがいきなりアウ

トリーチを行って社会に参加していただいてすぐに就労できるかといいます

と、絶対にできません。コミュニケーション能力も、自己肯定感も下がってい

ますので、それをいろいろな部分で支援していくために居場所というものが必

要になってきます。そういう居場所で実際に心のケアも行って社会へ就職した
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というケースも見てきました。それが和歌山県だけではなく、大阪府にもあり

ますし、最近はあちらこちらに出てきています。それをぜひ沖縄にもつくりた

いということで我々もずっと働きかけていました。今実際、我々は手弁当で活

動していますが、やはり手弁当では限界があります。ですからどうしても行政

の皆さんも含めて活動資金のような援助をほしいということで、それも言いた

かった部分になります。

最後に、このような形で支援して社会復帰できるように頑張っ○新垣新委員

てください。これは借金してまでもやったほうがいいと思っております。なぜ

かといいますと、後で戻ってきますので。これを野放しにしますと、ずっと税

収が入って来ない沖縄になってしまうので、そこも貧困対策と同様に真剣に考

えていくべきだとつくづく思っております。頑張ってください。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

平良昭一委員。

内閣府の調査が出てきていますが、先ほど東参考人がおっし○平良昭一委員

ゃるように沖縄独特の状況からそういう状況になっているということも―沖縄

独特の状況というものもあるのでしょうか。

この９年近く、他都道府県をかなり回りまして、いろいろな○東邦治参考人

市場を見ながら勉強してきましたが、沖縄独特のひきこもりというのはありま

す。先ほども言いましたように、貧困が原因で、なおかつ母子家庭が多いと。

東京都でも足立区や大阪府などにも特殊なケースの部分はありますが、沖縄県

もそういうカテゴリーに入りまして、貧困がベースで不登校になっていくとい

うケースも多々見てきました。子供の貧困問題で県も含めていろいろやってい

ますが、その中で不登校も含めてひきこもりのカテゴリーが置き去りになって

いるのではないかと。不登校、ひきこもりの中には貧困ではない子供たちもい

るものですから、どうしても置き去りになっているような感じがします。不登

校、ひきこもりの中には貧困の家庭がいて、貧困が原因で不登校やひきこもり

になっているというケースもありますので、ぜひそれもノミネートしてスポッ

トを当ててもらいたいと思います。

沖縄は特に貧困が原因だということですが、内閣府の調査で○平良昭一委員

は暮らしの中以上が75％もあるということで、沖縄の経済状況がそれを生み出
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しているということも実際あると思います。それも今言いますように、このひ

きこもりも一つの問題点として経済とつなげていくということが今後とても重

要になってくるだろうと思います。そういう面では置き去りにしてはいけない

ということを意識していかないといけないと思います。

私の周りにも結構そういう方々がいらっしゃいますが、いつも言われること

が、高校を卒業して本土へ就職して、しばらくして少しおかしくなって戻って

。 。 、くると それでひきこもっているという方がかなりの数います そうであれば

これまでの沖縄の教育、職場に入ってからの何らかの本土での食い違い等があ

りまして、人間関係的にだめになって帰ってくるというケースがかなりあるの

かと思ったりしますが、その辺の県内の統計や皆さんがそれも原因かというこ

ともおありなのでしょうか。

実は、今、お話のありました内地での季節労働等々での状○平良和之参考人

態の変化というのは、ひきこもった方たちだけではなく、実は精神疾患を持た

れている方が大半で、その方たちの背景がどのような形なのかといいますと、

学生時分にちょっとしたいじめがあったり、うまく人と交流ができなかったと

いうことで、高校卒業後、本土へ移行すると。沖縄での交流というものが難し

い中で本土での人との交流ということになるので、またさらにそこで苦しくな

って、最終的に親族の方であったり、親御さんが連絡をいただいて、沖縄に帰

るという事例は多々あります。

そうなりますと、幼少のころから小学校、中学校、高校とい○平良昭一委員

うことでの人間関係―例えばいじめとかがありまして、それから逃げるように

本土へ就職をしに行くわけですよね。そこでさらなる追い打ちをかけられるよ

うな状況がつくられてしまって、仕事にも行かない、ずっと家の中にいて家族

が心配して戻してくるというような形につながっていると思います。そうであ

れば、学校教育の中でもそういった点を踏まえながら、発達障害の件も今はは

っきりしてきたわけですが、それを含めながらの学校教育というものも大事に

なってくるのかと思いますが、いかがですか。

まさにそうです。小さいころからの教育であったり、家庭○平良和之参考人

環境で地域とのかかわりというものがありまして、それがうまく成熟していく

ことで―私たちのところでよく言われていますが、自分らしさ、自己肯定感と

いうものをその中でつくっていくと。そうすると、外に出たときにもほかの方

たちと話をする中でも、自分は自分、人は人という割り切りができてくると。
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そういった中でのかかわりというものを進めていくことができれば、こういっ

た精神疾患の発症であったり、ひきこもる現状というのは改善されていくのか

と考えております。

先ほど、６カ月を超えると専門医に任せたほうがいいという○平良昭一委員

ようなことでしたが、地域の中でこういう子供たち―40代以上も含めて、やは

り一生懸命に出そうと努力はします。呼びかけたり、もともと幼いころから知

っている方々であるわけですので。ただそのときに注意すべきことは「頑張れ

よ」とは言わないでくださいといった指導もされるわけです。ですから、そう

いう方々に対してサポートするような状況の中で民間の方々が６カ月以上過ぎ

た後にやれるような方法はないのかと。こういう言葉はかけてはいけませんと

いうことをよく聞かされているものですから、その辺はどうでしょうか。

今、言われましたように、ひきこもり、不登校を含めてパタ○東邦治参考人

ーン化できません。100名いたら百人百様で、それぞれの支援の方法もみんな

違ってきますし、ひきこもり、不登校になったバックボーンもそれぞれ違って

きます。これといったマニュアルはありませんが、ただ一つ言えることは、先

ほどからも言っておりますように自己肯定感をつけさせるということです。例

えば、私は別に専門的な資格を持っているわけではありませんが、普通のおじ

さんがそばに寄りそう形で―彼らにはタブーキーワードというものがあります

が、言ってはいけない言葉といいますと、同級生の話、年齢の話、成人式など

季節のイベントの話、就職の話などはタブーとなります。何がいいかといいま

すと、やはり現状を受容してそばで寄り添いながらこういうことをやってみた

らどうかとか、私がよく使う手は、ボウリングとか―ボウリングはほとんど行

きませんが、釣りに連れて行ったりとかで引き出していきますが、それは100

名中１人の手法であって、いろいろな手法があると思いますが、ただ言えるこ

とは相手の気持ちを思いやって、困っている若者がいるのだという大人の感覚

で寄り添って支援をしていけば何とかできるのではないかという部分はアドバ

イスできると思います。

40歳以上の方々の統計がとられていないということで、とて○平良昭一委員

も驚いています。まだ若いときであれば、お父さんもお母さんも年齢的に対応

できると思いますが、40歳以上、50歳以上になりますと、お父さんもお母さん

も亡くなってくるケースがあると。やはり、40歳以上の統計をとって何らかの

対策をみんなで考えていく、国レベルの中で考えていかないといけないと思い
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。 、ます 沖縄独自でもそういう調査ができているのであればいいなと思いますし

、 、今後 統計をとって対応策を考えていくことが必要になってくると思いますが

その辺を今後どうしていきますか。

40歳以上というのは即戦力ではなくなるのでということも○豊里友治参考人

あるかもしれませんが、やはり人生長いですので、親は40歳を超えても期待は

しますし、何らかの形で社会復帰を果たしてもらいたいと考えるわけです。こ

れまで知識として我々も持っていなかったことがひきこもりにかかわってどん

どん出てくるわけです。そして、それに伴う治療法もあると思いますので、ぜ

ひそこは40歳以上の調査も、これまでなかなか行き届かなかった対応もぜひ進

めていただきたいと思います。内閣府の調査に40歳以上がないということに関

しては、厚生労働省にそれを期待しているようなところが感じられます。厚生

労働省はどうなのかということが私たちは気になります。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

西銘純恵委員。

私の身近にも40歳、50歳の息子がひきこもりで母親がひとり○西銘純恵委員

親というケースが何件かあります。百人百様という話をされて、５年前と比較

して減ったと言われましたが、このひきこもりというのはいつから顕在化して

といいますか、年度的に内閣府にしても、厚生労働省にしても調査の経緯とい

いますか、数字的なものとか、そういうものはどうなっていますか。調査を始

めたのは子ども・若者育成支援推進法―子若法という法律ができてからなの

か、39歳までという年齢などいろいろあるので実態はどうなのかと。

平成23年に子若法が施行されまして、その以前からひきこも○東邦治参考人

、 、 、りの問題はありましたが どうしても不登校 ひきこもりは子供の怠けだとか

親のしつけが悪いといった家庭の個人的なレベルの事情という形でなかなか表

に出てこなかったわけです。ただ、平成23年度の子若法から統計もとられてき

ていますが、実質まだまだ日は浅いということです。

統計をとってすぐに60万人とか、50万人といった数字が日本○西銘純恵委員

。 、では出ました カウンセリングなどが進んでいるのはほかの国かと思いますが

諸外国のひきこもり問題が日本と比べてどのような状況かというのは情報とし

てつかんでいらっしゃいますか。
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以前、ひきこもりというのは日本独自の文化であるなどと○平良和之参考人

いった形で聞いたことがありますが、先日、研修でお話を聞かせていただいた

ときには講義をなさった方がスウェーデンの方でしたが、やはり世界的にも問

題になりつつあるということでおっしゃっていました。その部分というのはや

はり発達障害であったり、家庭環境であったりというさまざまなものがあって

のものであるということでお話はしておりました。私の手元ではそれ以上の情

報はありません。

やはり沖縄独特のということで貧困ということは言われまし○西銘純恵委員

たし、労働環境などそういうところで、今言いました発達障害や精神障害、鬱

ということが今の社会の中で大きく出ているのかと思います。それでお尋ねし

たいことは、感じたときに６カ月ぐらいで専門医にきちんと診せて診断を行っ

たら、それなりに早く手だてがとれて、長期的なひきこもりにはならないだろ

うとおっしゃいましたが、例えば沖縄県内でそういう専門医なり、早期に診断

をするという状況にあるのか、そういう医療的なといいますか、専門的な部分

をどのように捉えているのか。県立病院も沖縄県はありますので、そこら辺と

の関連で何か御意見はありますか。

私は孫を保育園に通わせている中でこれはどういうことな○豊里友治参考人

のかという行動がありまして、保育園の先生に相談をしました。そういう専門

のところに連れて行って診せるということもやりました。保育園では定期的に

回ってきてそっと観察をする方々がおりまして、少し変わってはいますねとい

う感じでありましたが、成長に伴ってそれが感じられなくなっていくと。我々

が取り越し苦労だったのかと思いながらも時々よみがえってくるのです。どこ

かおかしいのではないかと。このように、今は保育園でも市の派遣する方々が

観察に回るということは行われております。

行政の取り組みとして気になる子という発達障害の早期発見○西銘純恵委員

やそれを支援に向けて行くという、今おっしゃったように小さい子供たちは一

定前進しています。その後の本土から帰ってきたとか、一定の年齢の皆さんが

家へ戻ってきて大変だな、医者に連れて行きたいというときに、沖縄県内でそ

。 、ういう体制をつくらないといけないということを感じています 診断を行って

時々支援をしていく―居場所づくりという要求も書いていますので、そこら辺

に少しということが早いうちにできたら一定程度重症化しない部分もあるのか
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と感じていますので、２番目の要求の地域ごとに居場所を設置するということ

について、具体的にイメージが行政や県政に対してありますか。

本土のあちらこちらの居場所をいろいろ見て回って、つい最○東邦治参考人

近は埼玉県の青砥恭先生のサポートセンターに行ってきましたが、そこの居場

所には200名ぐらいのひきこもりや発達障害の人たちが来ています。居場所を

設置するに当たり、まずは居場所の物件が必要ですが、埼玉のサポートセンタ

ーには支援をする専従スタッフ、そして大学生のボランティア、一般市民のボ

ランティアがおりました。そのあたりは沖縄県が取り組もうと思えば十分にで

きると思います。そして最終的に、例えば那覇市につくったとして、不登校、

ひきこもりは那覇市だけではなく、北部地域にも、中部地域にもおります。果

ては八重山地域、宮古地域にもいます。それはサテライトという形でやってい

。 、けば十分居場所はつくれるのではないかと思います 引き続き言いたいことは

居場所に来るひきこもりはいいです。居場所に来れないひきこもりというのが

たくさんいるわけです。私たちが一番悩んでいることは、ファーストコンタク

トをとれないひきこもりをどうすればいいのかということを行政の皆さんにも

きちんと考えてほしいと思います。行政の皆さんは、今、ファーストコンタク

トではなく、例えばサポートステーションもそうですが、ひきこもりから相談

に来る人たちを対象にしていますが、それさえもできないひきこもりというの

はたくさんいるわけです。そういうひきこもりたちを放っておくのか、それで

はいけないと思います。そういう人たちをアウトリーチして―30年以上ひきこ

もった50代の女性を支援したことがありますが、彼女は言葉が小学生の言葉な

のです。ということは、彼女の中では時間が小学生でとまっているわけです。

この人たちを支援して社会に出して就職をさせることができるわけありませ

ん。何からするかといいますと、コミュニケーションの仕方を支援していくと

いう形から入って行くわけです。ですから、そういう意味では表に出てこない

ひきこもりの人たちの支援もぜひ考えてほしいと思います。

40歳以上も含めた実態調査を政府に任せてできるかというこ○西銘純恵委員

とで、実際は既にそういう年齢の皆さんが沖縄県内にも相当いらっしゃるとい

うことで、具体的に県に調査を実施してもらうということになったときに、実

際に調査に行くのは市町村の皆さんということになると思いますが、調査をさ

れたところがほかのところであるのか、なければ実態調査の方法等も含めて何

かイメージを持っていらっしゃいますか。
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地域の民生委員といった方々の情報収集などはどうなって○豊里友治参考人

いるのだろうということを感じます。大体、そういう方々は結構把握している

とは言われておりますが、私は地域にいてそういうことを実感したことはあり

ません。息子がある意味ひきこもり状態になって20年以上はなるわけですが、

そういう調査を目的に訪ねてきた人というのはおりませんで、間接的な情報を

集約しているのかどうか、それはわかりません。また、こういう身になります

と、どこどこの子供もひきこもっているらしいという情報は入ってきます。で

すから、かなりいるとは思いますが、行政として把握というのはまだまだでは

ないかと、これは私の見方です。

調査をしてほしいという具体的な要望がありますので、そこ○西銘純恵委員

についてはおっしゃるように、民生委員・児童委員の皆さんはそういう情報を

つかんでいる職務にあるとは思いますが、いろいろな形で実態調査が早くでき

るようにということで、私もそのような考えでいきたいと思います。きょうは

ありがとうございます。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

亀濱玲子委員。

何点か質疑をさせていただきたいのですが、この陳情書の記○亀濱玲子委員

の１、２、３、いわゆる実態調査と地域の居場所、あるいは連絡協議会の設置

はどれも必要だと思いますが、まず３点目の親の会、支援者、行政の担当者に

よる連絡協議会の設置というのは全くなされていないのか、現状はどういう状

況にあるのか教えてください。

私たちが行政のそういう部署と恒常的につき合うといいま○豊里友治参考人

すか、連携をとるということはありませんでした。南風原町にあります県の総

合精神保健福祉センターには何度か会合で呼ばれたことはありますが、日常的

な連携ではないということです。

では、内容的には41市町村それぞれの行政と地域の当事者、○亀濱玲子委員

親の会、あるいはそういう組織がイメージとしては必要だということで捉えて

よろしいですか。

そのように考えております。やはり、私たちとしては40歳○豊里友治参考人
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を超えたら調査対象外になるということも問題ですし、それ以下の年齢であっ

てもほとんど把握されていないのではないかと実感として持っております。で

すから、行政がどういうところでこれを見ているのか、どのような視点で見て

いるのかというのは少しわかりません。私たちは親の会として会合を中部保健

所で数年重ねておりましたけれども、一、二度かかわりのある部署の方が来ら

れたのですが、それ以外のかかわりはほとんどなく、場所だけを提供していた

だいていました。しかし、そのうちにこういう会合はこれから遠慮してくださ

いということで、我々の会だけではなく、断酒会―アルコール依存症の方のた

めの会や不登校の子供たちを抱えている親たちの会も中部保健所からみんな出

されました。要するに、そういうレベルでしかものを見ていないということを

あのとき感じました。

実は私も精神疾患の方々とかかわっていて、宮古島市で小規○亀濱玲子委員

模作業所を立ち上げたり、あるいは居場所―ふれあいプラザ宮古と平良プラザ

といいまして、それが現在も運営されていますが、それは主に精神疾患の方々

が対象です。今、ひきこもりというくくりを考えたときに、最初の見立てが精

神疾患に由来するのか、あるいは発達障害がベースにあるのか、もっと違う一

旦社会に出ようとしたけれども、適応がうまくいかなくて心因性の原因で可能

、 、性は十分持っているけれども ひきこもった状態に現在あるのかという見立て

それぞれをきちんと分けて専門の先生が必要な部分は専門に、病気なら病気の

治療にというようにつなげていかないと一くくりにひきこもりと考えても難し

いと思います。病気かといいますと、病気だけでは捉えられないと思いますの

で、そこのきちんとしたすみ分けのようなものがきちんとできる、つまり支援

の場に行けるような支援というのが一番最初に今この中でできなければいけな

い内容かと思っています。ですから、自治体がどのようにかかわっているので

すかということを伺わせていただきましたが、その場所に行くための体制とし

て親の会の居場所、そして行政の居場所ときちんと一緒になる場所がないとこ

の問題というのは交通整理ができないのだということがきょうのお話で少しわ

かりましたので、県のやるべき役割と自治体がやるべき役割みたいなことがも

う少しきちんとされないといけないのかと思います。その中で一つですが、社

会に出られる可能性―カウンセリングをする、いろいろつき合うと。そういう

ときに職親、協力してくれる職場というものを親の会では見つけていますか。

そういう働きかけというのはしていますか。

今、委員から言われたように、絶対的にトライアルワークが○東邦治参考人
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できるような職場は絶対必要だと思いますが、先ほども言いましたように、最

初の見立てで発達障害や統合失調症、心因性の方などいろいろなパターンがあ

りますが、私の場合は最初の見立てでこれは絶対医療関係だと思えばどんどん

保健所につないだりしていますし、心因性の部分はアウトリーチをしたりして

いろいろやっておりますが、やはり中にはスキルが結構高い人もたくさんいら

っしゃいます。そういう人たちを放っておくことは、どんどん若年労働者が減

っていく日本でこういう人たちのスキルを―障害者も一緒ですが、その人たち

の能力を生かす手はないのではないかと思いますので、そういう意味では支援

をもっと手厚くしなければいけないのではないのかと思います。６カ月といい

ましたが、５年、10年とひきこもっていきますと、医療に結びつけなくてはい

けないのではないかと思うぐらいの二次障害が大体生まれます。対人恐怖、視

線恐怖、醜形妄想、強迫性神経障害など、私がかかわった中ではみんないまし

たが、中には一日中手を洗って、手の皮が破れて泣きながらも手を洗っている

子もいました。ただ、この子は支援をして、居場所へ行って、ケアをしていっ

たらぴたっとそれがなくなりました。ですから、一概にそれが病気とは言えな

いので、やはり最初の初動の見立ては非常に難しいのですが、それは大事だと

思います。

どういう支援につなげるかによって、先ほど親御さんをあや○亀濱玲子委員

めた方の話も出ましたよね。やはり、治療が必要な若者が、例えば被害妄想が

大きかったかもしれない、幻聴が聞こえたかもしれないのに、その治療ができ

ないことによって身内をあやめてしまうということがないようにしなければい

けないので、この方には何の支援が必要かということがとても大事だと思いま

す。ですから、親の会や行政がかかわったり、専門家がかかわる組織が必要と

いいますか、場所が構築されないと支援者がすごく努力をしても治療につなが

らないとか、支援につながらないということがあるのではないかと思います。

、 。もう一つ 40代以降の親亡き後の支援を具体的に形にした事例はありますか

本土にあります。先ほど言いましたように、和歌山県のか○平良和之参考人

つらぎ町でもありまして聞いたことがありますが、県内では聞いたことはあり

ません。実際、私もいろいろ支援をしておりまして、40代の方もいらっしゃい

ますが、40代になりますと、親もそうですし、本人もそうなのですが、半ば人

生を諦めているような感じがします。両親―特に母親にいつも言っていること

は、親が諦めたらだめですよということを言っています。ですから、親が諦め

ずにずっと何とかしようと動けば、40代後半でも十分社会に出るということは
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本土でもありましたので、十分大丈夫だと思います。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

金城泰邦委員。

これまでの質疑等を伺いまして、ひきこもりに入ってしまっ○金城泰邦委員

た方の中で40歳を超えてしまったような方々、特にディープな事例といいます

か、部屋から一切出てこないような人に対して―先ほどファーストコンタクト

の話もありましたように、どのような支援があればそれが改善できるといいま

すか、現場の経験からしてこういった支援が必要だというものはありますか。

私たち支援者が一番困っていることがそこなのです。20年ず○東邦治参考人

っとお父さん、お母さんの顔も見ずに家にいるということで、一方通行のはが

きを送ったり、手紙を送ったりはしていますが、なかなかファーストコンタク

トがとれないので、その辺が支援方法として一番難しいです。一旦つながった

不登校、ひきこもりは割と簡単にスムーズに次にいったりできますが、最初の

ファーストコンタクトが非常に難しいと実際に支援員をやっている中でそのよ

うに感じています。

東参考人からお話がありましたように、どうしても信頼関○平良和之参考人

係がとれるまでがとても難しいと思います。そこからはお互いの認識がありま

すので、ちょっとした買い物であったり、外に出るということは徐々に可能に

なっていくのかと思いますが、やはり信頼関係がとれるまでというのはこちら

側も足しげく通うということがどうしても必要になりますし、先ほど少しお話

のありました医療・福祉につながっていないとなったときにその制度が使えな

いという空白の部分をこちら側が支援をする上でマンパワーが足りなかった

り、後は時間がとれなかったりといった諸問題というのはその部分に山積して

いるのかと感じてはおります。

そういった形でなかなか外に出れない子供を抱えている親御○金城泰邦委員

さん、大きな大人になっていると思いますが、そういった方々への支援につな

げなければいけないのですが、なかなか現状はつながらないと。やはりこれま

でのかかわりから感じるものも―行政としてはどうしても申請主義的な業態が

ありますので、当事者の皆さんが実態把握を求めている思いとか、支援を求め

ている思いとか、そういったことが行政の業務として結びつきにくいところが
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あると思っていまして、そこの間をどのように入れば行政の支援、サービスと

当事者がつなげられるのかと思っています。今のひきこもりというのは先が見

えないといいますか、保護者もお手上げになっているようなところがあると思

っていまして、今後、調査も必要ですし、居場所づくりも必要ですし、そこに

当たって具体的に当事者としてこういった部分にもっと手を入れてほしいとい

うところについてアドバイスなどをいただければこちらもイメージしやすいと

思いますが……。

私たちと一緒に中部でやっていて学校カウンセラーをやっ○豊里友治参考人

ている方がひきこもりの体験者、継続している若者たちに対応したことがあり

ます。長山先生という方ですが、この方が４年余りかかわっておりまして、恐

らく例外はなかったと思いますが、ほとんどの参加者が薬を飲みながら生活を

しています。それを見てやはり深刻だと思いましたが、長山先生に言わせると

これは普通だと。こういう子供たちがこのようにしてしか出てこれないのだと

いうことがありました。それでも出てこれる者はまだいいほうで、出てこれな

い者がもっと深刻という話でした。ひきこもりの当事者グループみたいな位置

づけでしたが、かなり難しい、一緒に同席をしていても難しいということを長

山先生はおっしゃっていましたけれども、それは月１回の会合でした。今回の

陳情書の中で居場所というものがもっと恒常的に設置されて、かかわれる方も

サポートをする方もいるような状態を望んでいますが、そういうものをぜひつ

くっていただければと思っています。

今、居場所の話をしていますが、100名いたら百人百様で、○東邦治参考人

支援者もいろいろな人が必要なので、支援者養成は絶対必要だと思います。そ

の辺を行政にそういうものをつくっていただいて、支援者と行政と居場所とい

うのは車の両輪と一緒で、どちらかが欠けても動かないと思います。幾ら支援

者がたくさんいても次なる居場所がなければ、この人たちはまたひきこもって

しまうわけです。私の場合、たまたま障害者の事業所をやっているので、そこ

にひきこもっている青年たちを連れてきて、この人たちは非常に傷ついていま

すので、そういう障害を持っている弱い立場の人たちに非常に思いやりがあり

まして、親和性がとても高いのです。ですから、そこは回復に向けるためには

非常にいい場所だと思いまして、そこをひきこもりの青年たちの居場所という

ことでやっております。しかし、これはあくまでも一時的な手法であって、本

来は本当のひきこもりの人たちの居場所が必要ではないかと思います。
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先ほど、お二人からお話がありましたが、本人たちが出て○平良和之参考人

きて居場所というところになったときに、先ほどおっしゃった発達障害であっ

、 。 、たり 精神障害を持たれている方に関してはサービスも充実しています ただ

そういう診断のつかない方たちであったり、居場所に来るまでに至る空白とい

うものがどうしてもあいてしまうと。その部分というのが実は先ほどおっしゃ

ったように、支援をする側がきちんと御自宅に向かって、そこを繰り返しなが

ら御本人たちを外の世界に出していくというところになってくるので、やはり

支援者養成の部分とアウトリーチ―訪問支援の部分というものが今後どうして

も必要になってくるのかと感じています。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

次呂久成崇委員。

先ほども少しありましたが、例えば親の会のように困って○次呂久成崇委員

いる方がみんな集まってできればいいのですが、やはり各自治体においてもど

こにまず相談をしていいかということが恐らくわからないのかと思いますの

で、今、41市町村の中で独自で相談窓口などを設置しているところの把握とい

うのはされていますか。

ありません。沖縄県ひきこもり専門支援センターを県が総合○東邦治参考人

精神保健福祉センターに設置したということは―実は、日本全国で設置されて

いないところが７県ありまして、やっと沖縄に先日設置したということで、全

然おくれています。県がそういう状況で設置しているので、ましてや市町村で

はまだまだだと思います。それまで出せないので。それと並行して、長年ひき

こもっている中で神経症を発症して、親から見るとひょっとしたら精神障害で

はないかと思うぐらいの症状も、二次障害も、神経症を発症するわけです。や

はり、そういう症状に対して親も対処できないわけです。対処できずに、また

親も世間体がありまして呪縛に陥ってしまって、親子ともども―特に母子家庭

もそうですが、親子ともども社会からひきこもっている状況が私の支援してい

る中では結構ありました。先の見えない、本当にエンドレスの機能不全家族と

いう状態になって、社会から孤立している家庭も多々ありまして、この人たち

が相談支援窓口をつくっても手を挙げてくるということは難しいはずなので

す。ですから、トータルで掘り起こしを考えないといけないのではないかと思

います。ただ窓口をつくればオーケーとはいかないと思います。それぐらいひ

きこもり問題というのは根が深いと思います。
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従来ですと、不登校から成長に伴ってそのままひきこもり○次呂久成崇委員

になってしまうと。不登校の場合、行くまでに教育機関であったり、児童相談

所、また地元にもあります要保護児童対策地域協議会―要対協とか、そういう

ところで支援をどうしていくかというのがありまして、比較的ひきこもりの対

策には結びつきやすいのかと思いますが、今現在ふえているという一旦社会に

出て、それからひきこもりになるケースというのは、やはり現状がつかみにく

いということですよね。それに対してどのようにそれを把握していくかという

ところで各地域のかかわる人をどうふやしていくかと。民生委員の活用もそう

ですが、そういうことをしっかりやっていかないといけないと思いますので、

これを県が中心となって各自治体にこのような体制づくりをどうしていくかと

いうことで先頭に立ってやっていく必要があるかと思います。県にはそのよう

な専門的に取り組んでいくという機関といいますか、そういうものの設置とい

うのは必要だと私も思いますが、それをまた市町村に広げていくと。そのよう

な取り組みといいますか、これが沖縄県では物すごくおくれています。ほかの

県もいろいろ見られてきたと思いますので、これがうまくいっているのが和歌

山県ということでよろしいですか。

和歌山県は先進県で非常に進んでいます。ただ、沖縄県もせ○東邦治参考人

んだって県の総合精神保健福祉センターにひきこもりの相談窓口をつくりまし

たので、おくればせながら進んでいると思いますが、ただ、いかんせん相談窓

口をつくっても職員が３名なのです。３名で沖縄県をカバーできるわけがあり

ません。例えば、発達障害でしたら発達障害者支援センター連絡協議会を県が

主体となってつくっております。ですから、ぜひひきこもりの連絡協議会など

をつくって、やはり必要なことは情報だと思います。ネットワークをつくって

情報をみんなで共有して、みんなでつくっていくという方法をとれば先進県に

なるのではないかと思いますので、よろしくお願いします。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○狩俣信子委員長

以上で、豊里友治参考人等に対する質疑を終結いたします。

この際、参考人各位に対し、委員会を代表して、一言お礼を申し上げます。
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本日はお忙しい中にもかかわらず、長時間にわたり貴重な御説明をいただき

心から感謝いたします。

本日拝聴いたしました内容等につきましては、今後の委員会審査に十分生か

してまいりたいと思います。

豊里友治参考人、東邦治参考人及び平良和之参考人、ありがとうございまし

た。

休憩いたします。

（休憩中に、参考人等退室）

午前11時40分 休憩

午後１時13分 再開

再開いたします。○狩俣信子委員長

午前に引き続き、参考人からの意見聴取を行います。

、 。次に ＮＰＯ法人沖縄恨之碑の会事務局員沖本富貴子氏から説明を求めます

お手元にあります事務局配付資料の資料１をごらんください。

沖本富貴子参考人から上間芳子氏を補助者として出席させ、必要に応じて発

言させたいとの申し出がありますので、委員長として同席を許可したことを御

報告いたします。

参考人及び補助者の皆様、本日は御多忙のところ御出席いただきましてまこ

とにありがとうございます。

参考人等から説明を求める前に、委員会の審査の進め方について御説明申し

上げます。

まず、参考人等から御説明をいただいた後、委員から参考人等に対し質疑を

行うことにしております。

なお、参考人等が発言しようとするときは、あらかじめ委員長の許可を得な

ければならず、発言は、陳情の趣旨の範囲内で行うこととなっております。

また、本日は委員会が参考人等の説明を聞く場でありますので、参考人等が

委員に対して質疑することはできませんので、御承知おきください。

それでは、沖本富貴子参考人から、陳情第110号「平和の礎」への朝鮮人犠

牲者刻銘に関する陳情の提出に至る背景及び目的等について簡潔に御説明をお

願いいたします。

最初に、この機会を設けていただきましたことを大変皆○沖本富貴子参考人
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様に御礼を申し上げたいと思います。きょうはよろしくお願いいたします。

最初に、この陳情を提出するに至った経過について説明したいと思います。

刻銘を希望されている方は現在お二人いらっしゃいます。１人はクォン・ス

チョンさんという方で、こちらは現在78歳であります。クォンさんのお父さん

が戦争に連れて行かれたときのお父さんの年齢は28歳ぐらいだったようです。

この方はお父さんの遺骨を探しに沖縄にこれまでも何回か訪れたことがあった

ようですが、2013年に沖縄県庁を訪問されて、そのときにＤＮＡ鑑定と平和の

礎をごらんになって、お父さんの名前をぜひ刻銘してもらいたいと沖縄県に申

し出ました。そのときに申請書類をいただいて、韓国で書類を作成しようとし

たところ、お父さんの戸籍が沖縄で亡くなったとはなっていなくて、韓国国内

で死亡したという形の戸籍だったそうです。それで申請ができない状態になっ

ていました。

それからもう一方はパク・チュナさんで、この方は女性で、現在72歳であり

ます。お父さんはそのときに25歳前後でありました。お父さんが戦争に行った

とき、チュナさんはまだお母さんのおなかの中にいまして、一度もお父さんの

顔を見ていないそうです。去年、韓国人慰霊の塔での慰霊祭のときに訪問され

まして、平和の礎をごらんになって刻銘をしたいとお考えになりました。とこ

ろが、やはりこの方もお父さんの戸籍が韓国国内で亡くなったとなっているが

ために、書類がそろわない状態になっていました。私たちがそのことについて

沖縄県に何とかできないかということを言いに行きましたが、その前にお二人

のお父さんが沖縄で亡くなったということを私たちが確信するに至った理由と

いうものを御説明したいと思います。

皆さんにお配りしている絵の描いてある資料の１ページ目ですが、これはク

ォン・スチョンさんがお父さんのクォン・ウンソンさんのことについてどうな

ったのかを元同僚の方たちをずっと探し歩いてやっと得た話だそうですが、下

から７行目の最後の部分 「軍隊式で列をつくって列を並べて、その列で人々、

を分けて洞窟の中に配置したが、父が立っていた列が洞窟に入ると、すぐの洞

窟が爆破されたと、かれ（私の父）はその時点で死んだのだと言いました。事

故が起こったのか、砲弾が落ちたのかは正確ではありません 」ということで。

お話をこの方は聞いていたわけです。

、 、 、それからもう一人 パク・チュナさんのお父さん パク・フィテさんですが

、 、「 、この方については同じ資料の７ページ目 本文の上から９行目 母の話では

１年間いて食べるものがなくて民家におりて行ってサツマイモを盗み食いした

ところ、これを発見した日本軍がその場で首を切ってそれで亡くなったという

ことだそうです 」同じ村から８名連れて行かれて、４人の方が生きて帰って。
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来たが、半分の方が戻ってきませんでした。お母さんは戻ってきた方から話を

聞いてこのように記録されています。

それから沖縄戦に来たということがさらにはっきりしたことは、資料の５ペ

ージ―もう一つの資料、沖縄県議会文教厚生委員会と書かれている陳情書が添

付されている資料で、一番後ろのページは資料４となっていますが、その前の

部分で厚生労働省からのものですが、わかりますか。クォン・スチョン宛ての

こういったものです。厚生労働省社会・援護局業務課長から在籍の記録という

ことで、クォン・スチョンさんに対して、クォン・ウンソンさんは履歴事項と

いう項目にありますが、特設水上勤務第104中隊に編入と書かれています。こ

の部隊は32軍の直轄部隊で朝鮮人部隊でした。ここにきちんと編入されている

という証明がなされています。ここで注目していただきたいことは、供託状況

という項目の一番下ですが、供託の種類で未収金給与金―いわゆる給料の未支

、 、払い分があるということで その上の行の995円が本人にまだ払われていない

法務局に供託されているというところまではっきりと厚生労働省が出してきま

した。

そして、これと同じようにパク・フィテさんの場合―つづり全体の中の前の

ページ、後ろから３枚目つづりの上側、やはり似たような厚生労働省からのパ

ク・チュナ―朴春花さんと書いてある資料になります。これも厚生労働省社会

・援護局業務課長からありまして、所属部隊が特設水上勤務第104中隊に編入

されたと。そして、未収金給与金がこの方の場合1450円ありまして、法務局に

供託されたまままだ本人の手に渡っていないという資料があります。

このように、このお二人が沖縄戦で確実に亡くなったということは、こうい

。 、 、った資料からもほぼわかるのではないかと思います しかし 沖縄県の場合は

あくまでも戸籍等々、沖縄戦で戦死したという公的な書類がない限りは申請を

受け付けられないという回答でした。それでこれではどうにもならないという

ことで、私たちとしては陳情を出そうということになっていったわけです。

私たちの基本的な立場というものは、沖縄県がこうした公的な資料にこだわ

る限りは、朝鮮人の刻銘という問題が一向に進まないのではないかという立場

を持っています。そのことですが、実は、沖縄県が朝鮮人の刻銘作業を行うと

きに最初に使ったもとの資料というのは、厚生労働省のつくった死亡者名簿で

した。それは1971年に日本から韓国政府に死亡者名簿を渡しまして、それは正

確にいいますと、旧日本軍在籍朝鮮出身者死亡者連名簿というものです。海軍

・陸軍の軍人・軍属の中で死亡した人の名簿となっていまして、これが1971年

、 。に韓国政府に渡りましたが その書かれている人数は２万1700人でございます

全体で朝鮮半島から軍人・軍属は37万人というのが研究者の定説ですが、日本
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政府としては24万人分の名簿を韓国政府に渡しています。これは1991年から順

次渡していて、日本政府は24万人、研究者の間では37万人と人数の開きはござ

いますが、そうした中、日本政府が認めた死亡者という者は２万1700人という

ことです。

沖縄県は２万1700人の中から沖縄で亡くなった方の分だけを抜き出したわけ

ですが、この名簿は一般には全然公開されておりません。韓国政府が持ってい

るということです。沖縄県は厚生労働省から名簿を見せていただいて、四百何

人―この人数も沖縄県ははっきり公表していないのでわかりませんが、琉球放

送でこのドキュメンタリーを放送したときには419人と言っておりました。ま

た、研究者によれば450人ぐらいです。

実は、私は個人的に沖縄県が平和の礎の刻銘のときに使った資料として、沖

縄軍の資料を入手しました。これには409人分しかありませんが、１人ずつの

名前が日本名ですが、どこそこで何日に亡くなったということが１人ずつメモ

されていまして、軍人・軍属・海軍・陸軍全部合わせて409人分のものを持っ

ております。

沖縄県はこの名簿に基づいて、コン・ジョンケルさんという大学教授に韓国

へ行って１人ずつこの住所を尋ね歩いて刻銘を依頼して歩く作業を依頼しまし

た。それが2003年度までにほぼ終えたそうです。この間の県との話の中ではあ

と30人ぐらい残っていますが、この人たちとは連絡がとれなくて、あと５人に

ついては対象外だったということで少し残っている程度でほぼこれに関しては

終わったそうです。その後、沖縄県は韓国の新聞に刻銘をしているということ

で募集―募集というのも変ですが、こういうことをしているので該当者の方は

申請してくださいといった新聞広告を2010年まで行ったそうです。それまでで

今現在、刻銘されている人たちが447名ですが、2010年以降は全然それ以上は

ふえていない現状です。つまり、沖縄県としてはやるだけはやったと、この名

簿が終わったのでそのように思っていまして、それ以降の策として新聞に掲載

したと。しかし、それも終わったので、それ以降、現在は何もやっていないと

いう状態でした。

今回初めて、名簿に載っていないような人、戦死認定をされていないような

人から申請があったために沖縄県としても大変驚かれたといいますか、初めて

の事例だったと思います。

これがどれだけ不備であるかということを時間を少しとるかもしれません

が、お話申し上げたいと思います。

絵の描いてある資料の８ページ、実はこれを自分たちは持っていますが、日

本政府が韓国政府に渡した朝鮮人の名簿で、これは沖縄戦に動員された朝鮮人
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の名簿、約2800人ほどですが、これは沖縄戦に動員された人の全体の一部とし

て2800人分ありますが、いわゆる朝鮮人部隊特設水上勤務隊の４中隊プラス幾

つかの部隊が集まって2800人載っています。ここにコピーしたものは水上勤務

隊―水勤隊の102中隊の名簿の表紙です。ここで注目していただきたいのは、

メモ書きで大変薄いですが、昭和23年12月と書いてある横に手書きのようなメ

モ書きがありますよね。少し薄いのですがこれを読み上げますと 「軍人はほ、

とんど玉砕、戦闘参加」と書いてあります。そしてその横が「軍部は不明なれ

ど、ほとんど戦傷病死したと思われる 。また一番左側の上に 「大部分死亡」 、

か？」とかなり薄いのですがそのように書かれてあります。この部隊はそうい

う状態だったということがこの表紙からわかりますが、さらに次の９ページを

。 、ごらんになってください この部隊の名簿がこういう形で書かれておりますが

上段の欄外に３つぐらいメモ書きされています。これを読み上げますと―真ん

中が読みやすいので読みますが 「昭和20年５月７日、戦死。東風平宜寿次 。、 」

それから左側にいきますと 「６月20日、戦死認定。島尻郡喜屋武村山城」と、

いう形で書かれています。この部隊のこういうメモ書きを集計しましたら、メ

モ書きは100人にされていまして、100人の死亡がこの部隊では確認されていま

す。それと、名簿の一番下ですが、丸に不というゴム印が押されて、その隣に

「死推」という印鑑が見えるかと思います。いわゆる死亡推定です。丸不とい

うのは、状況ははっきりしない―ほとんどこの名簿は丸不になっていまして、

死んだのか、生きたのか、帰られたのか、帰っていないのか、そういう状況は

不明である―要するに、調べていないのでわからないということだろうと思い

ますが、ほとんど不という印鑑が押されています。そして、その横に死亡推定

と―この部隊は702人の部隊ですが、そのうち660人に対しては死亡推定という

ような印鑑が押されています。

この部隊について、先ほど沖縄県が依拠したという厚生労働省の死亡名簿に

102中隊がどれぐらいいたのかということで調べますと、厚生労働省では11人

しか載っていません。ですので、非常にこれが不備であるということはこれで

もおわかりではないかと思います。お二人が所属したのは同じく104中隊で、

ここは資料をコピーしていませんが、同じく上のメモ書きで死亡が68人とはっ

きり留守名簿に書かれています。しかし、厚生労働省のものではたったの５人

しか名簿に載っていません。

そういうことで、沖縄県があくまでもこれにこだわって平和の礎の作業を行

った場合に、どうしてもこれに載っていない方たちは刻銘されていかないとい

う仕組みになっていたということがこの間大変よくわかるようになりました。

日本人に対して日本政府はどうしたかといいますと、未帰還者に対する特別
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措置法という法律をつくりまして、帰って来なかった人たちに対しては厚生大

。 、 、臣がその人に対して申請を出します そうしますと 戦時死亡宣告がなされて

それによって初めて戦傷病者戦没者遺族等援護法とか、そういうものが亡くな

ったことに基づいて保障されていく仕組みがつくられました。ところが、朝鮮

人の人たちに対しては、その法律は外国籍なので及ばないと。ですので、未帰

還者に対する調査というものは法律的にもなされていませんし、実際に行われ

ておらず、そのままほったらかされているというのが現状です。

沖縄県に対しては今までも言ってきましたように、公的な書類というものに

こだわらずに、弾力的に―沖縄に連れて行かれた、お父さんは帰ってこない、

元同僚の人がきちんと証言もしている、これだけはっきりしているのでやはり

弾力的な運用をして刻銘してもらいたいと一つはお願いしています。

それから、沖縄県に対しては、これでほぼ終わったということではなく、沖

縄県独自に死亡者の人たちを―私たち素人でも少しは資料を集められますし、

県であればもっと公的な形やいろいろな形で研究ができるかと思いますので、

できるだけ沖縄県独自で調査をされて、刻銘というものを続けていってほしい

と思っています。

最後になりますが、沖縄戦に連れてこられた朝鮮人の人たちというのは、日

本軍に入っているのでいかにも韓国に帰った場合、日本に魂を売ったとか、日

本に協力した、植民地時代に日本軍と一緒にやったということは日本軍に協力

したというように、ややもすれば帰ってから偏見みたいな形のものがありまし

て、ただでさえ家族を亡くして帰って来なくて、気持ちがそういう状態なのに

周りからそのような目でも見られる、家族も大変苦労してきました。そして肝

心の本人たちも皇民化教育で日本の天皇のために頑張りなさい、自分の国を奪

われてほかの国の戦争に駆り出されて、実際に来ると奴隷のような扱いを受け

ました。第三等国民ということで同じような―防衛隊の人も日本軍の人たちも

やはり同じように戦争が始まる前にはごう掘りとか、運搬とか、いろいろなこ

。 、 、とをやっていました ですが 朝鮮人の人たちに対してはいつも監視を置いて

何かあると容赦なく体罰を加えて一日中縛りつけるとか、あるいは食事は完全

に日本軍の兵士よりもいつも水準が低い、量も少ない、その上水も自由に飲め

ない、水を自由に飲んだからといって一日中縛りつけられた人もいました。そ

うしたように沖縄の中で苦しんで、そして最後は地上戦が始まって戦闘に行か

されてどこで亡くなったのか、遺骨が戻ったという話は今まで一度も聞いたこ

とがありません。まだこの地のどこかにあるかもしれないですし、また収骨さ

れてどこかにあるのかもしれません。しかし、この人たちは自分がここで亡く

なったということが家族の人にただの一言も伝わっていないですし、誰も自分
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をみとってくれないと。とにかくこの人たちの受けた苦しみというのは本当に

言葉ではあらわされないぐらい土の中でも相当苦しんで、今でも叫んでいるよ

うな感じを受けます。この人たちのこうした無念の死の苦しさをどうにか地上

に出して、その叫びみたいなものを平和の礎に刻む。それが朝鮮人の人たちの

平和の礎への刻銘作業ではないかと考えています。これがあってこそ、初めて

沖縄県民が沖縄戦の悲惨さを世界にアピールして、平和を訴えることができる

のではないか、朝鮮人の人たちを含めて刻銘されない限り、そういったものに

はなっていかないのではないかということをこの場で強く訴えたいと思いま

す。

以上で、説明を終わります。

休憩いたします。○狩俣信子委員長

（休憩中に、沖本富貴子参考人から恨之碑の会について上間芳子補助者

に説明させたいとの申し出があった ）。

再開いたします。○狩俣信子委員長

上間芳子補助者。

沖縄恨之碑の会の事務局長をやっております上間と申しま○上間芳子補助者

す。

皆さんのお手元に資料を配付したときに、このようなパンフレットがあった

と思いますが、沖縄恨之碑の会というのは活動を始めてちょうど10年になりま

す。読谷村に恨之碑が建てられておりますが、一番最初に建てられたのは韓国

のヨンヤンというところにある恨之碑で、1999年にできています。沖縄戦に連

れてこられた人の慰霊をしようということで、カン・インチャンさんという方

が中心になって碑を建てました。それに呼応する形で沖縄でも軍婦の人たちを

追悼したいということで恨之碑の建立する会をつくって活動をしてきまして、

2006年に読谷村に恨之碑を建立することができました。

まず、建立に当たり、どこにするかあちらこちら探したそうです。魂魄の塔

の近くがいいのではないかといった声もあったようですが、読谷村で提供して

くれる人がいまして、今、建てられております。

恨之碑については、会員を中心に活動を続けておりますが、毎年、慰霊をし

ようということで追悼会を６月23日の慰霊の日―少し前後して、前に大体やっ

ておりますが、10回目の追悼会をやっております。この場合には韓国からも遺
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族の人、あるいは支援者の人たちをお招きして追悼会に参加していただいてお

ります。同じようにヨンヤンと読谷村にありますブロンズ像は、金城実さんが

、 。彫刻してブロンズ像をつくっていますが 今でもなかなか理解されていないと

先ほど少し出ていましたが、恨之碑の「はん」とは恨むと書きます。恨むとい

うのは、日本語では単なる怨恨という意味合いに捉えるので、読谷村に建てた

ときも最初は片仮名で書いたそうです。漢字の恨むという字は使わずに片仮名

、 、 、 、 、でハンとつけたと言いますが ただ恨むだけではなく 悲哀とか 憤怒 後悔

悔恨という意味がありまして、最終的にはそのハンを解くというのが一応課題

にはなっています。お互いに恨むということは個人にとってもとても苦しいこ

とですので、どうやってそのハンを解いていくかということも大きな課題にな

っているということで、ハンの碑というのはそのまま恨むという字を使って、

理解をいただいて、ぜひハンを解くということも大切なのではないかと思って

います。沖縄自体も沖縄戦において、十何万人の犠牲者を出していますが、や

はりもう一つ朝鮮半島から連れてこられた人たちに対しては、自分たちの被害

と比べてももっと悲惨なものがあったのではないかということが推測されま

す。慰安婦問題についても言われますし、軍婦問題については余り取り沙汰さ

、 。 、れていませんが ぜひともこれを継続していきたいと思っています ですから

今回もこういう活動をする形で陳情書を出したという経緯があります。

参考人の説明は終わりました。○狩俣信子委員長

これより参考人等に対する質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないように簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

新垣新委員。

私は地元が糸満市で、国立沖縄戦没者墓苑―国立墓苑の地域で○新垣新委員

もあります。その問題において、この情報を県知事にぜひ直談判をしてほしい

と思います。たしか、国立墓苑の中に韓国人慰霊塔もありますよね。亡くなっ

た方に哀悼の意を込めて平和の礎に名前の記載を、沖縄県知事を先頭に議会も

一つになって、悪いことではないということを一日も早くやってほしいと思い

ます。壁があるとか、沖縄県が認める、認めないとか、証拠があるという問題

において、気を悪くしないでほしいのですが、実は地元糸満市でもこのような

問題がありました。私が糸満市議会時代に陳情が出ていました。そして、探し

切れないという現実問題も、あれから何十年たって非常に厳しいものがあると
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いう中国系の問題も過去にありました。ですから、非常にこの問題は難しいと

思いまして、平和の礎に名前を記載するということと韓国人慰霊塔にもこのよ

うな戦争は二度とやっていけないということもやるべきではないかとは強く思

います。

厚生労働省の数値の開きとか、このような問題がありまして、実態としてど

のくらいの韓国の方が沖縄戦に兵士として行ったのかということが１点目。

２点目に、104中隊、102中隊の問題に大きな開きがあると。名前が記載され

ていないという問題に関して、これは沖縄県とかけ合ったのか、それとも国と

かけ合っているのか、韓国政府ともどういう形でやっているのか、沖縄県は

2006年で韓国の新聞を閉めてしまったとおっしゃっていましたが、まだまだこ

のような窓口等において、日本政府と韓国政府でこういった慰霊碑の問題につ

いて真剣になってやらないといけないという状況等についてお聞かせくださ

い。

質疑１の沖縄戦に朝鮮人の人たちが一体どれくらい連れ○沖本富貴子参考人

てこられたかということについては、正直に言いまして解明されていません。

その理由はなぜかといいますと、日本政府が韓国政府に軍人・軍属の名簿を渡

しました。それが24万3000人分と言われています。その中に沖縄の人たちがど

れくらいいるかということがまず―それから見れば一番わかるわけですが、そ

の名簿は日本国内では公表されていません。そして、研究者が韓国に渡って韓

国政府からその名簿を閲覧して、借りることはできないのでその場に行って集

計をした結果があります。その集計の結果、人数だけで名前はわかっていませ

んが、約3000人ぐらいは集計されています。そのほかに、沖縄戦では女性たち

も連れて来られています。全部で慰安所が114カ所見つかっていますが、どれ

ぐらい連れて来られたかについては研究は正直に言って進んでいません。その

ほかに、船でどこかに行く途中なのか、沖縄に来たのか、それはその船の事情

、 。によると思いますが 海上で爆弾に当たって遭難した人たちもたくさんいます

その人たちの名簿もありますが、人数はやはり一部分であるということです。

そういうことを含めて、約4000名ぐらいまではほぼ確実に言えるのではないか

というのが私どもの考えです。ただ、この名簿というのは完全に全員分必ず日

本軍がつくっていたとも限りません。こういう制度ができたのは45年の末期ご

ろで、それまでは個人的な名簿としてつくっていたものですから、それが戦争

の中で焼けたり、一度は米軍に日本の資料を全部持って行かれたので、それが

どこでどうなったのかということを含めますと、日本政府が韓国に渡した名簿

の二十何万人という数字が全部であるということは言いがたいです。
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２つ目の質疑については意味がよくとれませんでしたので、お答えは難しい

です。

私からもお願いがありまして、私はわかる範囲は慰霊碑に記載○新垣新委員

すべきだと思っていまして、たしかアメリカと韓国も安保条約のような形―米

韓平和条約のような形で連携なされていますよね。大変苦労なされると思いま

すが、もしアメリカに、どこでどうだったかという大まかな名簿があるのでし

たら、これから公表すべきではないかと強く思います。これはやはり県知事も

県議会も今後相当議論が必要になってくると思いますし、いいものですので進

めていきたいと思いますので、ぜひ知事にも切実な思い、まだまだ戦後処理が

終わっていないということを伝えてほしいということが１点。

２点目に、先ほどの大体4000名ぐらいの記載について、名前は厳しい、ない

という状況ですよね。

１点目のアメリカとの関係でいいますと、実は、沖縄戦○沖本富貴子参考人

で捕虜になった韓国人の方たちがいます。この方たちが韓国に最後帰るときに

は米軍の船で送り返されるわけです。そのときに米軍が捕虜の船に乗せた乗船

者名簿―これは1600人までは見つかっています。それから朝鮮人の場合、沖縄

からハワイへ直接送った人たちもいます。これはアメリカの資料室に行かない

とわかりませんが、何月何日、朝鮮人何人、沖縄人何人と名前まで書いている

ようなものがありまして、ひな形は沖縄の資料館にありました。ですので、本

当はアメリカに、予算があれば行ってそういったものを調べて、せめて帰った

人たちの名前がわかれば帰れなかった人が逆にわかるわけですので、そういっ

たことも沖縄県が本当に調べてくださればどんなにいいかといつも思っており

ます。

２つ目に、名前が全部わからないのですかとおっしゃられましたが、日本の

厚生労働省は必ず控えを持っていると思います。これは類推で、はっきりここ

で断定はできませんが、韓国政府に渡したのであればその控えというものが恐

らくあって、日本政府に対して沖縄県なりが公的な要請でもって留守名簿の名

前を１人ずつ書き写してこようと、何とか交渉して日本政府から名簿というも

のを見せてもらえれば、名前をチェックしていくことはある程度可能だと思い

ます。

最後に、このような問題において、二度と戦争はしていけない○新垣新委員

ということと、言える範囲でお願いしたいのですが、実は私も韓国・中国の国
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民とは交流がありまして、そのときによく話すことは、年配の方々は確かに気

持ちはわかると。戦争に対する思いや日本が悪いことをしたと。未来志向にあ

るこれからの交流も考えていこうという中国・韓国の学生や我々世代の関係

者、経済交流や文化交流など非常に多く聞こえますが、確かに戦後処理がまだ

終わっていないという問題もある中で、未来志向に向かった交流というのがい

つ、どのように開かれていくのかということは、この問題が解決してからこそ

前に行くのか、それとも永遠に我々はずっと償っていくのかという問題につい

て、若者同士でよく話し合いをしています。これは一番大事なことなのです。

、 。 、ですから そこら辺をどう考えていますかと 私は差別しているわけではなく

現実、二度と戦争を起こしてはいけないという中・韓の言い分がありまして、

文化とか、そういった若者関係とか、それはどう思いますかと。未来志向に向

けたこれからの交流と文化はどうなっていきますかと。そこら辺をお聞かせい

ただいて、私の質疑を終わります。

交流の件に関しては私も非常に大賛成で、例えば現在辺○沖本富貴子参考人

野古とか、高江などで実際若い人たちも参加しながら―年齢のいっている人も

多いですが、韓国などからもたくさんの方が見えて交流が実際に始まっていま

す。そういった必ずしも戦後の処理の過程ではない形で新しいところから新し

、 。い交流が始まっていますし それはそれでとても大事なことだと思っています

この間、実は私たち恨之碑の会のメンバー等々何人かで韓国に行きましたが、

そのときに韓国では水曜集会といって、日本大使館の前にある少女像の前での

集会に参加しました。集会には若い人たちがたくさん参加して、ちょうど夏休

みだったせいか学校の先生がクラスの生徒を全員引き連れてその集会に参加し

ていました。韓国では、歴史を日本がきちんと捉えてきちんと反省していない

と韓国側は思っておりまして、そのことを歴史的に検証しようとしています。

私たちもそこへ行って発言の機会がありましたが、その人たちは私たちを排除

するということではなく、こういう形でお互いに理解をし合いながらよい方向

に向かっていこうという気運はそこでもなかったわけではなく、むしろそうい

う形でうやむやにして解決するのではなく、お互いに認めてどうやってそれを

乗り越えていくかということを同時になされながら、同時に複合的に解決して

いくといいますか、私はそうでしかないと思っています。

たしか小泉、安倍、福田と歴代の総理の中で、去る太平洋戦争○新垣新委員

で多大な御迷惑をおかけしましたという謝罪も中・韓には特に言って、中・韓

。 、が一番刺激するものは靖国の問題だということも理解しております ですから
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この問題において一歩一歩進んでいくためには、平和の礎に刻銘をするという

ことが一番大事だと思っていますので、そこら辺を御理解賜って、未来志向に

。 、 。ある交流―韓国側から逆に言ってくるのです 歴代総理が謝罪した 認めたと

ですから、こういう交流もやりやすくなったと。実態としてこういうことがあ

るということも理解していただきたいと思いまして、私の質疑を終わらせてい

ただきます。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

亀濱玲子委員。

基本的にはこの要請書の中の要望事項の刻銘―まず記の１の○亀濱玲子委員

平和の礎にクォンさん、パクさんが刻銘されるべきことというのは、資料のそ

ろっているぐあいからいっても、これはスムーズに刻銘されるべきだと思いま

すし、記の２、３の弾力的な運用と調査というのは欠かせないだろうと思いま

すので、この陳情書についてはとても大事な内容を陳情していただいたと思っ

ています。

一つ質疑なのですが、県の陳情書に対する対応は「平和の礎」刻銘対象者認

定要領に基づいて作業をとり行うとなっているので、これについて書かれてい

る除籍名簿がない場合、存在しない場合においては、関係者の証言あるいは死

亡したことがはっきりするといいますか、確認できるに足る資料があればでき

、 、ると書かれていますので それに沿っていくと県は対応すべきだと思いますが

それについて現在の県の対応については何かやりとりをされていますか。

この間の文教厚生委員会のときに私たちは後ろで傍聴し○沖本富貴子参考人

ていましたが、その委員会が終わった後に沖縄県の担当部署の方、それから玉

城律子平和援護・男女参画課長が申請書を出してくださいとおっしゃられまし

た。除籍名簿でしっかり書かれていないのですが、それでも大丈夫ですかと申

し上げましたところ、とりあえず出してくださいと。そして、事務方からその

後連絡がありまして、韓国側では何々の附属資料といいますか、どういったも

のを出す予定か、申請を正式に出す前にお互いに相談しながらいい方向でやっ

ていきましょうといった話もありました。

これはどことのやりとりになりますか。これを決定する方た○亀濱玲子委員

ちがいらっしゃいますよね。そういう方たちがいらっしゃるので、そことのや

りとりなのか、どことのやりとりでそういうところまで至っているのか教えて
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ください。

12月までに申請書を提出して３月に審査決定の委員会が○沖本富貴子参考人

ありますが、平和の礎刻銘対象者認定審査委員は３名で構成されており、その

３人の構成については、平和祈念資料館の方が１人、それから平和援護・男女

参画課長、子ども生活福祉部長となっております。その中の一人であります玉

城律子平和援護・男女参画課長が先日そのときに申請書を出してくださいとお

っしゃられました。その下にあります平和推進班の班長であります平田いずみ

平和推進班長から添付書類に関してはお互いに連絡を取り合いながらやりまし

ょうという連絡がありました。

これはここでできれば認定をしていただきたいわけですが、○亀濱玲子委員

例えば認定されない場合、さらにどこかで審査をしてもらうシステムというも

のがありますか。例えば県からこの資料では足りません、これでは認められま

せんと言われたときに、さらにそれをどこかで審査してもらうようなシステム

にはなっていますか。

それについてはわかりません。普通であれば、そういう○沖本富貴子参考人

基準に対して不服申し立てとか、何かありそうですが、詳しいことや県の仕組

みについてはわかりません。

続いて、例えば刻銘する基準はむしろ緩やかであってほしい○亀濱玲子委員

と。戦後70年たって除籍などがはっきりしない状況で行方もわからないと。あ

るいは所在もわからない状態で家族が待っていても帰ってこない人たちの申請

を家族がするとなったときに、それは基本的には刻銘されるべきで、日本軍に

軍婦として連れて行かれた、出たということが確認されていれば基本的には刻

銘されるべきだという弾力的な運用について、これがとても大事なところにな

ると思いますが、具体的に 「平和の礎」刻銘対象者認定要領の除籍名簿のな、

いイ・ロ・ハというものがありますが、それ以外にもっと弾力的にといいます

と、こういう形での認定の仕方にしてほしいという具体的な要望がありました

らお聞かせ願いたいと思います。

基本的には、沖縄県の県民に対する弾力的な運用を基本○沖本富貴子参考人

軸にしていただきたいと考えています。



- 37 -
H28.11.09-01

文教厚生委員会記録

これは参考にお聞きしたいのですが、沖縄に連れて来られた○亀濱玲子委員

であろう3000人から4000人の名簿について、それぞれの自治体と連絡を取り合

ったことはありますか。

この留守名簿の作成方法ですが、厚生労働省は最初に各○沖本富貴子参考人

部隊ごとに名簿を作成しますよね。そして、戦後これを各県ごとに全部分けま

して、各県ごとの担当部局に渡したそうです。私も詳しくはわかりませんが、

それに基づいて各県がそういうことをやったそうですが、朝鮮人と台湾人に関

しては、鮮台班―朝鮮の鮮、台湾の台ですが、鮮台班というところでその人た

ちの国の名簿を整理したということまではわかっています。ですので、各県に

はその分は渡っていないと考えていいのではないかと思います。

実は、宮古島にも朝鮮人の軍婦や慰安婦が連れて来られた経○亀濱玲子委員

緯がありまして、証言からしか私たちもたどれないのですが、先ほどおっしゃ

っていたように、連れて来られる途中で空爆を受けて、朝鮮人軍婦や慰安婦な

ど多くの方が船上で亡くなったという証言などはありますが、きちんとしたデ

ータがないのです。誰が来られて亡くなられたとか、引き上げられたとか、は

っきりしないものもあるので、やはり県の調査が厚生労働省の資料から調査が

できるともっと明らかになっていくのではないかと思います。例えば、可能性

のある自治体と結びついて何か資料を調べたり、活動もされていますか。厚生

労働省や県だけではなく、例えば糸満市とか、亡くなられたであろう方がいる

自治体とも連絡を取り合って調べたりもされていますか。

それはやっていませんが、戦死資料というものを各市町○沖本富貴子参考人

村で必ず作成していまして、その中に必ず朝鮮人についての証言が出てきてい

ますし、項目として取り上げているところもあります。また、市町村からさら

に下に下がって、字史に証言がぽろりと出てきている場合もあります。人数に

ついては証言ですので、人数についてはっきりしたことは証言ではわかりませ

んが、この地域に朝鮮人がいてこういう状態だったということはうっすらとす

る証言の中から少しずつ掘り起こしている状態です。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

平良昭一委員。

死亡理由は除籍本に載っているかどうか。日本人であればそ○平良昭一委員
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んな難しい問題ではないと思います。先ほど説明しましたように、韓国では除

籍の理由である死亡の際の日本の戦死認定がないためにやむなく国内で―大体

そのような死亡の原因を取り入れてきたというのはこれまでの朝鮮と日本との

関係があるのであえてそうしているのではないかと思います。そうであれば本

来の死亡の原因がありのまま書かれていないのが今の現状だと思いますし、と

てもこれは厳しい問題だと思います。ただ、日本の場合でも死亡しているけれ

ども戦後のどさくさの中、死亡届を出していない推定101歳の方々がまだ生き

ているような形になって残っているわけです。そういう証言者のいない場合に

は、位牌など死亡月日があればそれで法務局で死亡の記載をしていくというよ

。 、 、うなことができるわけです そして 韓国の場合はそれがこれまでの国内事情

日本とのやりとりの中でのことができないという理由になれば、やはり聞き取

り調査をやっていくしかないと。それを弾力的に日本国あるいは沖縄県がやっ

ていく方法しかないと思います。そういう面では、先ほど亀濱委員からもあり

ましたように、除籍にかわるようなもの、沖縄戦の中で死亡したということが

あれば、弾力的に県はやるべきだという認識を持っています。陳情の内容もそ

こですよね。そういうことを皆さんは県にやっていただきたいということでい

いですよね。

全くそのとおりです。○沖本富貴子参考人

そうであれば、私たちの取り組みとしても当然方向性という○平良昭一委員

のは県に向かわないといけなくなります。やはり今の特殊事情、日本国民では

ない―いわゆる外国の方々の戸籍制度が日本と同じような状況ではないという

ことがわかるわけですので、その辺を弾力的に考えて外国人の沖縄戦での戦死

者の認定に対してはもう少し柔軟性を持って判断すべきだと思います。今のよ

うな平和の礎の刻銘対象者の認定には除籍簿が、と言われていて、外国人はそ

れがないので、外国人に対して認定すべきときにはそれ以外のものも認定の材

料になるよう要領を改正しないといけなくなると思います。その辺をやるべき

ではないかと委員長にお願いしたいと思います。これは委員会としてもそのよ

うにはっきりと参考人の方が言っていて、外国人の方も平等に同じように苦し

んできて戦死しているわけですので、そのような門戸を広げてあげることは大

事だと思いますので、その辺を我々委員会としても主張すべきではないかと思

います。

皆さんがこのようにして動いてくださって、そして県も○沖本富貴子参考人



- 39 -
H28.11.09-01

文教厚生委員会記録

心を動かしていい方向にやっていただければいいかと思っています。ただ、パ

ク・チュナさんの場合、お母さんのおなかの中にいて、この方は72歳です。そ

して、遺族の方が今後たくさん出ていらっしゃるかどうかということ自体も非

常に心配な状況ですので、できるだけ早く時間を延ばさずに、限界の時期に来

ていますので、何とかこれで朝鮮人刻銘を終わらせないで、あと何人かはもう

少し追加が出ていくようないい方向にどうにか向かっていければと思っており

ます。皆様のお力もぜひおかりしながらやってもらいたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

西銘純恵委員。

、 。○西銘純恵委員 平和の礎に刻銘をしたい 実際に沖縄戦で亡くなっていると

しかし、除籍とか、今の沖縄県の刻銘の条件に該当していないということで変

更を求めるという話がありましたが、平和の礎に刻銘をするという思いはどの

ようなものでしょうか。平和の礎というのは、外国人も誰でも沖縄県内で亡く

なった皆さんがということを刻銘の趣旨に書いていると思いますが、そこら辺

の思いを聞かせていただけますか。

朝鮮半島から連れて来られた人の思いというのは恐らく亡○上間芳子補助者

くなっても思いはさまざまです。先ほども少し触れていましたが、靖国神社に

希望しないのに載せられた人たちも結構大勢いらして、取り消してほしいとい

う訴訟も起きています。しかし、沖縄県の平和の礎に関しては、二度と戦争を

起こさないという趣旨に沿ってあらゆる国の国籍を問わずに国民主体であると

いう趣旨を話しています。最初は靖国と同じような形で祭られたくないと。日

本の戦争の礎に刻まれたくないという人も恐らくまだまだ大勢いらっしゃいま

す。しかし、今回の件に関しては、そのことも含めて一応理解をした上で平和

の礎に刻銘を希望していらっしゃるという方がいらっしゃるわけですので、ぜ

ひともこの思いを酌み取っていただきたいと思っています。

証拠資料がないということですが、先ほど説明された資料の○西銘純恵委員

パク・フィテさんと厚生労働省の平成14年の文書ともう一つの文書で、供託状

況として未支給給与金がありますということは、文書の中で死亡ということも

遺骨についても触れているということは、その軍隊に入って亡くなったという

証明になるのではないかと思ったのですが、県とのやりとりでこれは証拠資料

ということにならなかったのかどうなのかも含めてお尋ねします。
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交渉の過程でこの資料を県にも差し上げましたが、この○沖本富貴子参考人

資料についての具体的な回答はありませんでした。平和の礎刻銘対象者認定審

査会がことしの３月に行われたときに、私たちがこういうことを申し出ている

。 、ということが審査会で話し合われたそうです そのときに客観的な状況として

沖縄で亡くなったということがはっきりわかっている場合であっても、公的な

書類がない限りは申請は不備の形になるという、評価とすればしゃくし定規の

回答で終わってしまいました。

先ほど、外国人に対する戦没者の扱いが厚生労働省の名簿を○西銘純恵委員

もとに整備するということがありますし、戸籍簿または戦没者と確認できる資

料が必要ということに該当するかどうかというところで、厚生労働省の資料に

は間違いないわけですよね。そして、亡くなった遺骨についても書いています

し、履歴事項に昭和19年７月と書かれていまして、これは先ほど沖縄の部隊と

おっしゃったわけですよね。沖縄以外にこの部隊が配属されていますか。

この部隊は沖縄にしか配属されていません。直接、朝鮮○沖本富貴子参考人

半島で編成されて、釜山を通って沖縄に入ってきました。ですので、ほかの国

に行っているということはありません。

その審査会の時点でも、やはり公的な資料に当たるかどうか○西銘純恵委員

というところは、今の要領でもやれば公的資料ですよねということになったの

ではないかという思いもあります。ですから、そこももう一度やってもらうと

いうこととあわせてそういう資料がたまたまあったお二人だったのでまだとい

うことがあっても困るので、やはり沖縄戦で亡くなった外国人の皆さんが刻銘

をされるというときに、先ほどおしゃった沖縄県の「平和の礎」刻銘対象者認

定要領第２条の用語の定義中の除籍簿等のところで、沖縄県民については位牌

の写真などで弾力的にやっているわけですよね。そして、沖縄県民の中にもま

、 。 、だ除籍されていない方がいらっしゃるとか いろいろあるようです ですから

そういう意味では弾力的に沖縄県民は扱っているので、韓国だけではなく、外

国から沖縄戦にある意味では動員されたであろう外国人の皆さんも同じように

刻銘をする立場で要領そのものを改定していくという立場で県議会でも取り組

む必要があるのかと思っております。そして先ほど言いました厚生労働省の文

書については公的書類になると思いますが、もう一度きちんとそうではないの

かということは現時点でもやれると思いますので、それをもう一度やったほう
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がいいのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

全くそのとおりで、厚生労働省からの資料というものも○沖本富貴子参考人

強く推していきたいと思います。ただこの文書には死亡したということについ

てはなく、それに遺骨もありませんので、死亡したかどうかはわからないレベ

ルの確認作業だと捉えておりまして、これで死亡証明がとれるのかという点は

あります。遺骨がないので亡くなったとははっきり言えませんし、生きている

かどうかまでは言及していないという、そういうレベルのものではないかと。

沖縄に連れて来られたことだけはこの資料から確実にわかります。

供託の種類で未支給給与金がありますが、供託の種類という○西銘純恵委員

のは死亡を明確に特定された種類というものがあるのかどうかも含めて知って

いましたらお願いします。

この未支給給与金ですが、これは生きて帰った人たちに○沖本富貴子参考人

も渡されていません。当時、戦争が終わって朝鮮人の人たちが帰るときに日本

政府がどういった方針をとったかといいますと、そのときに給料というのは全

部貯金させられたり、渡されるのは労務者の場合少しの小遣いで全部郵便局に

貯金させられるのです。そして、軍人の場合は戦争が始まってしまって、最初

のまだ上陸しないときには１回か、２回、家族によって違いますが、那覇郵便

局気付で韓国に送られたということがあります。全員なのか、それをもらって

いない人もいます。いずれにしろ、軍属に払われるお金は国の関係ですので、

郵便局を通じて来ましたが、本人には渡されていません。戦争が終わってどさ

くさのときに支払っていないお金を一気におろしますとかなりの金額になりま

すので、そういうこともありまして、とりあえず少しだけ支給して残りは全部

供託しなさいということが日本政府の方針として出ました。労務者の動員もあ

りまして、企業者の方たちに対しては、この人は幾ら払っていないかというこ

とを名簿表としてきちんと記録しなさいという指示も出ています。ただ、軍人

・軍属の場合にはそれがどのようになされたかについてはわかりませんが、こ

こに出ておりますように、留守名簿の下に供託番号がありまして、全部１人ず

つ載っています。これは戦後につくられた名簿ですが、２回に渡って供託され

ている人もいます。恐らく方針として現金で渡さずに、一応これだけは未払い

ですという形はきちんとつくっておいて払っていないと。これに対して払って

くださいと裁判を起こしていますが、全部の裁判で負けています。理由は何か

といいますと、日韓協定、正式には日本国と大韓民国との間の基本関係に関す
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る条約―日韓基本条約で、そのときに一切合財のものは韓国政府にまとめて補

助金といいますか、賠償金を払っているので、それで一切解決済みと。ですの

で、個人の請求権はその時点で消えたというのが日本政府の立場です。日本の

裁判では余りにも負けたものですから、韓国国内で裁判を起こして自分たちに

は請求権があるという訴えを出したところ、最高裁の裁判で個人請求権はある

という判決が出てしまいました。ここまでしか私も知らないので、それ以上の

ことはわかりません。

やはり要領改定というところでやっていきたいと思います。○西銘純恵委員

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

比嘉京子委員。

先ほど、今回は受理できないということがありまして、それ○比嘉京子委員

で陳情を提出して、平田いずみ平和推進班長から申請を出す前にいろいろと書

類等の打ち合わせをしましょうと。しかも12月までに提出して３月に決定され

るということがあるわけですよね。今、そういうやりとりはされていますか。

今、やっと韓国側から添付書類はこれをつけたいという○沖本富貴子参考人

連絡がありまして、きょう終わってから平和援護・男女参画課に行きまして、

韓国側からはこういう資料を出す予定という連絡があったということを言いに

行く予定でいます。

12月いっぱいということは、今、来年に向けて大詰めの時期○比嘉京子委員

に来ているのかと思います。そうしますと、県の規程にできるだけ要求されて

、 、いる書類 それにどのように応じていくかということが１つだろうと思うのと

それからやはり刻銘の規程ですよね。規定の中にも例えば戦没者が亡くなった

状況について関係者の証言等というのはこれだけ高齢化して得られない時期に

―これがいつつくられた規約かはわかりませんが、そのようにどんどん変化し

てきているということもありますので、そこら辺はまた我々が県と見直し等に

ついては話し合いをしていきたいと思います。それでできる限りいきなり出し

てということではないようにということで、多分に県としては決定をする前に

出される申請書についてもっとアドバイスや提案をしたいという意向が伺える

ので、ぜひ来年に向けていい決定がされるように努めていただければと思いま

す。その後のさまざまな改定や規約の見直し等については、今回いい提案があ
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ったことをきっかけにそれができればいいと思っております。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

瑞慶覧功委員。

先ほどからの委員のお話を伺って、やはり皆さんが求めてい○瑞慶覧功委員

る４項目は沖縄として当然の話だと思います。やはり、この刻銘条件を変えて

いく、もっと緩和させていくということが当然だろうと思います。あのような

戦争のさなか、細かいことができるわけないですし、これだけ裏づけというも

のがあるわけですので、しゃくし定規にこれまでの条件で当てはめる必要はな

。 、 、いだろうと思います ましてや本来ですと 日本政府が強制的にといいますか

半強制的にというのが実態だろうと思いますが、そういうことをしながら終盤

になりますと国もそれを一々といいますか、細かくやるような力もなかったと

思います。本来ですと、国がもっとそういうことを細かくやっておけばとは思

いますが、それも先ほど来のいろいろな説明の中で難しいだろうということが

うかがえます。そして、きのうのある集まりの中で翁長知事が沖縄を平和の緩

衝地にしていきたいとおっしゃっていました。経済もそうですが、平和でなけ

ればそれも立ち行かないということで国際連合等の―これはずっと前から公明

党からも提案がありましたが、そういった平和の中心になれるような誘致も考

えていきたいということを言っていますので、それに沿う形で平和の礎を設置

している県としてぜひこの問題はきちんとやることによってアジアの皆さんか

ら評価も受けるのではないかと思いますので、ぜひそういう思いでまたやって

いきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

金城泰邦委員。

今回、さまざまな資料も用意していただき、ありがとうござ○金城泰邦委員

います。皆さんからいただいている資料を見ますと、県の「平和の礎」刻銘対

象者認定要領の中には外国出身の方々の追加刻銘の要件などが書かれています

が、同じく平和の礎の紹介パンフレットの中には建設の趣旨、マーキングして

いる部分で「世界の恒久平和を願い、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦

などで亡くなられた全ての人々の氏名を」と、恐らく建設当初の概念にあると

いうことも理解できていますので、戦時中のことでなかなか取りそろえること

ができない、誰が亡くなったのかということをできる状況ではなかったという
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ことも判断の基準として、平和の礎の刻銘については厚生労働省のどうのこう

のという保障の問題とは別個に考えるべきだというイメージを持っています。

こういうことで亡くなったであろうと思われる類推適用といいますか、類推と

いう観点からも広げる必要があるとイメージしていますので、委員会としても

そういった判断が必要かと思っております。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

次呂久成崇委員。

「平和の礎」刻銘対象者認定要領を見て思ったのですが、○次呂久成崇委員

こちらでよく出てくる―用語の定義にもありますが、例えば書類不備となると

いうことは、やはり公的書類としてそろっていないということですので、公的

書類というものの定義といいますか、それをもう少し弾力的にすることによっ

て、今、お二人の方の刻銘について陳情が上がってきていますが、一部改正を

行って、公的書類というものをもう少し弾力的に取り扱うことによってほかに

刻銘が可能となってくる方が何人かいらっしゃるのでしょうか。

現在、この２人以外は存じ上げていません。この間、韓○沖本富貴子参考人

国人慰霊塔の慰霊祭に韓国から17人の遺族の方たちが参加されたそうです。そ

の日は忙しくて参加できませんでしたが、私としてはそのときに17人の方たち

に平和の礎をごらんになっていただいて、自分のお父さんのお名前が載ってい

るかどうか確認していただき、どのようなお気持ちですかと、礎を見て遺族の

方がどう思うのかということもとても大事なことですので、そういうことも伺

いたかったのですが、残念だったと思っています。そういう機会をなるべく捉

えて平和の礎への積極的な刻銘というものを沖縄県としても―私個人がそのよ

うに頑張るというよりは、本来であれば行政側でいろいろな機会を捉えて働き

かけるということも大事ではないのかと考えております。

今回、一部改正を行って、例えばこのような公的書類の定○次呂久成崇委員

義というものを弾力的に取り扱うことによって、お二人が刻銘をされるという

ことになりますと、それがまた建設の趣旨につながって、また新たな平和への

発信につながるのではないかと思いますので、やはり委員会として積極的に取

り組んでいきたいと思います。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長
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（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○狩俣信子委員長

以上で、沖本富貴子参考人等に対する質疑を終結いたします。

この際、参考人及び補助者各位に対し、委員会を代表して、一言お礼を申し

上げます。

本日はお忙しい中にもかかわらず、長時間にわたり貴重な御説明をいただき

心から感謝いたします。

本日拝聴いたしました内容等につきましては、今後の委員会審査に十分生か

してまいりたいと思います。

沖本富貴子参考人、補助者の上間芳子さん、ありがとうございました。

休憩いたします。

（休憩中に、参考人等入れかえ）

再開いたします。○狩俣信子委員長

休憩前に引き続き、参考人からの意見聴取を行います。

次に、沖縄戦遺骨収集ボランティア「ガマフヤー」代表具志堅隆松氏から説

明を求めます。

参考人におかれましては、本日は御多忙のところ御出席いただきましてまこ

とにありがとうございます。

参考人から説明を求める前に、委員会の審査の進め方について御説明申し上

げます。

まず、参考人から御説明をいただいた後、委員から参考人等に対し質疑を行

うことにしております。

なお、参考人が発言しようとするときは、あらかじめ委員長の許可を得なけ

ればならず、発言は、陳情の趣旨の範囲内で行うこととなっております。

また、本日は委員会が参考人の説明を聞く場でありますので、参考人が委員

に対して質疑することはできませんので、御承知おきください。

それでは、具志堅隆松参考人から、陳情第122号戦没者遺骨のＤＮＡ鑑定方

法の改善に関する陳情及び陳情第123号沖縄戦没者遺骨のＤＮＡ鑑定参加方法

の改善に関する陳情の提出に至る背景及び目的等について簡潔に御説明をお願

いいたします。
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陳情の背景及び目的について説明したいと思います。○具志堅隆松参考人

この陳情にありますように、ことしの４月24日に戦没者遺骨収集推進法が制

定されました。これは戦後71年目にして初めて戦没者の遺骨を国の責任で収容

しようという法律です。この法律の中にはもう一つ大事なことがあります。そ

れは、収容した遺骨を家族のもとへ返すという、そのことを遺骨収集と定義づ

けています。そして、返す方法として、現在進められているのがＤＮＡ鑑定で

す。このことは沖縄だけではなく、実際、北はシベリアから南は南太平洋の島

々、ニューギニア島とか、そういうところまで全部対象になっております。そ

して、今回、この法律を施行するに当たり、まず沖縄から始めようということ

で、現在沖縄では既に着手されました。これまで遺骨収集で見つかった遺骨と

いうのは沖縄県にお渡しして、それが火葬され、その上で摩文仁にあります国

立沖縄戦没者墓苑におさめられていたのですが、私たちが2009年に那覇市真嘉

、比で行った緊急雇用創出事業としての遺骨収集事業のときに172体でましたが

そのとき１体だけ名前の書かれた万年筆を持っている方がいました。その方を

平和の礎で検索した上で千葉県出身ということがわかりましたので、共同通信

にお願いして千葉県内の新聞にそのことを掲載してもらいますと、その日の朝

に連絡が来ました。そして御遺族にＤＮＡ鑑定をしませんかということをお聞

きしますと、やりたいということでした。それまでは国に対してＤＮＡ鑑定を

やってくださいとお願いをしても、国からの返事というのは、沖縄は南方地方

のために遺骨の劣化が早く、遺骨にＤＮＡが残っていないというのが公式見解

、 。でしたが それ以前の2003年に日本では大がかりなＤＮＡ鑑定を行ったのです

シベリアで出てきた遺骨は全部ＤＮＡ鑑定を行って、そのときに800体余りが

返っています。現在では1000体余りが返っているとなっていますが、それで沖

縄の遺骨もやってくださいということを要請しました。しかし、今述べたよう

に、沖縄は南方地方のためにということで対象にならないといいますか、実際

にやってくれなかったというのが実情です。クチカタセイさんという名前の書

かれた万年筆だったのですが、御遺族に最初に聞いたことはクチカタセイさん

は大きな方ですか。それとも小柄の方だったのですかと聞きました。そうした

ら、御遺族がこのように言いました 「当時としては珍しく180センチメート。

ルあったそうです 」と。それで私もこれで間違いないと思いました。その万。

年筆を持っていた遺骨の方というのは、大腿骨の長さが46センチメートルあり

ました。私たちは真嘉比で出てきた遺骨の１体１体を全部そのようにして遺骨

の―例えば、四肢骨、手足の骨の長さを計測して記録した上で、残りの特徴を

クチカタさんについて言いますと、上顎前歯の前歯４本に金冠がかぶっている

ということで、そのような記録を残していました。この方は恐らく私がこれま
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で遺骨収集をした中で一番大きな方でした。そういう意味でも状況証拠として

は間違いないと思っていたので、このＤＮＡ鑑定が１回で成果が出なくても、

何回でもこれはやってもらおうというつもりで臨んで、実際に歯を抜き取って

厚生労働省へ届けました。これはほかの骨でもよかったのですが、どこが持っ

て行きやすいだろうかということで歯にしましたが、そうしたら歯からＤＮＡ

がとれたのです。それからは国に対して沖縄で出てくる遺骨はＤＮＡ鑑定をや

ってくださいという要請をしました。そして沖縄県に対しては、皆さんは陳情

を覚えていらっしゃると思いますが、見つかった遺骨を火葬して、国立沖縄戦

没者墓苑におさめるとなっていますが、火葬をするという作業をやめてくださ

いということを要請しました。そうすると、火葬は皆さんの御協力でとまるこ

とになりました。ところが、これは去年の６月22日の新聞―去年か一昨年だっ

たと思いますが、琉球新報にこういうことが載っています。沖縄県が火葬を再

開すると。その理由といいますのが本当に腹が立つことなのですが、遺骨の仮

安置所が満杯になりそうだからというのです。私はすぐさままた陳情を上げま

した。要するに、遺骨というのはものではない、人間だと。それを満杯になっ

たから焼くというのはおかしくないですかと。そもそも沖縄県が遺骨を焼いて

いるのは、遺族の了解を得てやっているわけではないですよねと。遺族にとっ

てはＤＮＡ鑑定で戦没者が自分のところに帰ってくるということは、希望であ

り、権利ですと。それにもかかわらず沖縄県では遺族の了解も得ることなく焼

いてしまっています。そうしますと、ＤＮＡ鑑定で帰る道を全くゼロにしてし

まいますと。そうしますと、その再陳情がまた採択されて結局とまりました。

そして、去年の６月までの時点で600体たまっていると言われています。その

600体が今回のＤＮＡ鑑定の対象になると私はずっと思っていました。ところ

、 。が この法案ができてから実際にふたをあけて中身を見てみますと驚きました

600体のうち、ＤＮＡ鑑定の対象になるのは87体なのです。これは資料の中に

もありますが、理由は遺骨の中で歯がある遺骨を対象とする、いわゆる歯を検

体とするということ、これが原因です。私はこのように言っています 「戦争。

の犠牲になった人たちで歯がある、ない、そのことによって帰れる、帰れない

という差別が生じてしまっています 」と。もしこれが歯からしかＤＮＡがと。

れないというならまだしも、歯以外からもとれています。これは資料の新聞記

事で「韓国、ＤＮＡ鑑定幅広く」とありますが、実は韓国では朝鮮戦争の犠牲

者の遺骨はＤＮＡ鑑定を行っています。そのときに検体として使っている体の

部位は大腿骨なのです。そして、その次の資料の中に数字が書かれているもの

があると思いますが、これはソウル大学の博士論文の研究の中で、体の部位の

どこがＤＮＡがとれやすいかという研究ですが、大腿骨は歯の35倍の割合でと
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れています。今、世界中で歯に固執しているのは日本だけではないかと言われ

、 。ているぐらいで 手足の骨からも十分とれているのになぜ歯だけにするのかと

これは絶対に改善しなければいけないことだと思っています。皆さんに特に理

解していただきたいことは、沖縄戦の犠牲者の中で半数以上はウチナーンチュ

です。そういう意味でも自分たちのこととして捉えてほしいですし、翻って本

土に当てはめると、沖縄戦で亡くなった兵隊の方々というのは日本中から来て

います。そういう意味では私たちがここでこのようなことをお話しして決めて

いくということが日本中の遺族に還元される大事なことだと思っています。そ

して、資料の一番上、２枚あるうちのＡ４の資料の一番上に、戦没者遺骨返還

のあり方を考える国会内集会というものがあると思いますが、10月13日の参議

院の議員会館の会議室で議員向けの院内集会を行いました。要するに、ここの

中にもありますように、４月24日に法律が施行されて、遺族の方々がＤＮＡ鑑

定に参加できるということになりましたが、どうもこのこと自体が特に本土に

おいては余り遺族に伝わっていないということで、国会議員の人たちにそのこ

とを地元に帰ったら一言でも、二言でも遺族に伝わるようなことをしてほしい

ということで、そのような集会を持ちました。そして、遺族の方にも来ていた

だいて、実際に気持ちを述べていただいたりしました。沖縄からまずＤＮＡ鑑

定を始めるということですが、実は沖縄で見つかった遺骨全部が対象ではない

と。これは歯があるなし以外にも地域を固定してからやっています。幾つかの

地域を限定して、その地域の限定というのが―資料の中の地図にもありますよ

うに、那覇市の真嘉比、西原町の幸地、大里村の平川、そして浦添市の経塚の

４カ所で見つかった遺骨を対象にするということなのです。これは数的にも多

いということもありますが、真嘉比の55体―結果的には53体を対象にするとい

、 、うことですが これは私たちが2009年の10月９日から12月10日までの２カ月間

今の真嘉比小学校の南隣は大きな道路になっていますが、そこで緊急雇用創出

事業として遺骨収集を行ったときに発掘された遺骨です。実際には172体出て

いましたが、歯がある遺骨は55体という報告がありました。このことからも言

えることは、実は私のところに幾つかの連絡がありまして 「私の父親は糸満、

で亡くなったと言われていますが、私たちは参加できないのですか 」とか、。

あるいは「東風平で亡くなったけれども、私たちは参加できないのですか 」。

という方が結構います。これは沖縄県内からもありますし、本土からもありま

す。要するに、４カ所以外の地域で亡くなった人たちのＤＮＡ鑑定がいつにな

るのかということがまだわかりません。この４カ所のＤＮＡ鑑定というのは、

現在、遺族が検体を送って既に始まっていますが、これが今年度中に判明する

ということで、それ以降ということですよね。そうしますと、また次の年度で
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やるのか、そのときは県内全地域に拡大してやってくれるのか、今度は本土の

方、あるいは南方で亡くなった方の遺族にとってフィリピン共和国はいつやっ

てくれるのか、あるいはニューギニア島、ブーゲンビル島はいつやるのかとい

う話になりますと、まだ全く見えないのです。地域限定で一番問題なことは―

Ａ３の資料の新聞記事に「沖縄戦父帰る」とありますが、この記事の一番下か

ら２番目に太い文字で「異なる戦死の場」という箇所があります。実は、沖縄

戦というのは誰がどこで死んだかということがほとんど伝わっていません。皆

さんは恐らく御存じだと思いますが、そういうものをどうしたのかといいます

と、最後に見かけた場所を死に場所として、そこから石を拾ってきてお墓にお

さめると。そういうことがほとんどされています。この方は田畑耕三さんとい

う犠牲者で、息子の田畑一夫さんが遺骨を受けとってくれたのですが、御遺族

のもとに届いていた戦死公報―死亡通知書には、山川にて戦死とありますが、

遺骨が見つかったのは浦添の前田小学校正門前です。あと、Ａ３の資料で表に

なったものがあります。この資料は何かといいますと、アメリカ軍がつくった

資料に基づいて私が作成しましたが、アメリカ軍は米軍の捕虜収容所内で亡く

なった日本兵の記録を残しています。そこには沖縄の収容所で亡くなった日本

兵は232名となっています。ウチナーンチュのリストがこの表ですが、71名あ

ります。そのリストを平和の礎へ持っていって、実際にこういう名前の方がい

らっしゃるのだろうかということで検索してみました。それに基づいて作成し

。 。 、たのがこの表になります 同姓同名もたくさんいます この中で大事なことは

71名のうち遺族が米軍の収容所で亡くなったということを認識している方は２

人しかいません。みんなことごとく場所が違っています。この２人というのは

１ページ目の一番左側の数字が24番のウエバラカキチさん、名護の方で、この

方は遺族の申告で屋嘉米軍病院となっています。これは平和の礎に申告すると

きに、ウチナーンチュの場合には、氏名・住所・生年月日・死亡場所・死亡年

月日がわかりますが、それによって出しました。そしてもう一方が３ページ目

の149番、ミヤシロトクスケさんで、米軍屋嘉収容所となっています。この米

軍のつくったリストの上を見てみますと階級とありますよね。名前・死亡年月

日・階級までが米軍資料に基づいていますが、この中で遺族が米軍の収容所で

亡くなったということを認識できている方は２人しかいません。それ以外の方

はみんな違う場所で亡くなったと捉えています。このようにして亡くなったと

いう場所から遺骨が出てきても、その遺骨と照合しても合わないのです。これ

。 、まで４体だけＤＮＡ鑑定で判明しています このリストには載っていませんが

この４体というのは真嘉比が３体、それからもう１体が新聞記事にあります浦

添市前田小学校の正門前の方で、この４体の御遺族のうち、２人とは連絡がと
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れました。その２人の御遺族に死亡場所を確認してみますと、これも異なって

いました。ですから、行政が把握している死亡場所は余り当てにならないので

はないかと捉えたほうがいいと思います。ですから、この４カ所で亡くなった

と思われる、そこにいた部隊の遺族に通知を出すというのですが、私はそんな

ことよりもむしろ希望する遺族のＤＮＡを先にとってほしいと。とり方という

のは簡単です。耳を掃除する綿棒がありますが、綿棒で口の中を拭いて、それ

をビニール袋に入れて厚生労働省に送ります。これは正式な検体採取の手順で

すが、これをわざわざ地域を限定してやるのではなく、希望する方から先に対

応してほしいというのが私の要望です。そうでないと、とても非合理的といい

、 。ますか 結局何度もやらないといけなくなってしまうのではないかと思います

なぜこういうことを言うのかといいますと、遺族の高齢化を考えると本当に時

間がありません。例えばことし対象ではなく、来年対象になるかもしれないと

いう人が来年まで生きているかどうかはわかりません。ことしやったからとい

ってすぐに見つからなくても、ＤＮＡ鑑定の一番のメリットは遺族を安心させ

ることだと思っています。10月13日に国会内集会で開催したときに来ていただ

いた遺族―田畑一夫さんに来ていただいたのですが、田畑一夫さんがこのよう

におっしゃっていました 「息子としての務めを果たすことができた 」と。。 。

遺族にとってはやはり父親であり、母親であり、兄であり、兄弟を突き放して

いるのではなく、今でも探しているという、そういう作業―しかし、これは個

人個人では限度があります。ここに来てＤＮＡ鑑定をやるというのであれば、

むしろ高齢の希望する御遺族から先に検体をとって、そして今見つかっている

遺骨と照合する。それで合わなければ来年見つかる遺骨と照合すると。私はそ

のことが一番合理的ではないかと思っています。

今、２つの陳情を出しています。１つは、遺骨のＤＮＡ鑑定のやり方を改善

してほしいということで、これは一言で言えば、歯だけではなく手足の骨も対

象にしてほしいということ。それから今度は遺族側のＤＮＡ鑑定への参加のや

り方についても陳情を出しています。それについては、国から地域を限定して

ここで亡くなったと思われる遺族に呼びかけるということよりは、むしろ遺族

の中で希望する遺族を先にやってほしいということです。今回、国が沖縄にお

いて亡くなった遺族に対してＤＮＡ鑑定の呼びかけを行っていますが、これが

10月13日の国会内集会のときに厚生労働省にも来ていただいて、報告していた

だきました。そうしますと、2533人の遺族に対して呼びかけて、何％の方が手

を挙げてきてくれたのかということについてですが、これは17％という数字で

す。これはまだ非常に高いほうです。なぜかといいますと、2003年にシベリア

の遺族に呼びかけたときに手を挙げたのは10％だったと言われています。これ



- 51 -
H28.11.09-01

文教厚生委員会記録

は遺族にそういう気持ちがないというわけではありません。高齢化でいなくな

っていっているのです。年々物すごいスピードで遺族の数が減っていきます。

今やらなければいけないことは、まず希望する遺族から先にＤＮＡを出してい

ただいて、それを今見つかっている遺骨と照合すると。そしてそれで合わなけ

れば来年見つかる遺骨と照合する。そのことが一番合理的でもありますし、遺

族を安心させるやり方だと思います。

配付した資料に基づいての説明は大体これで済んだかと思います。

ありがとうございました。

参考人の説明は終わりました。○狩俣信子委員長

これより参考人に対する質疑を行います。

なお、質疑・答弁に当たっては、挙手により委員長の許可を得てから行い、

重複することがないように簡潔にお願いいたします。

質疑はありませんか。

金城泰邦委員。

具志堅参考人には、長年、沖縄の戦没者の遺骨収集作業に取○金城泰邦委員

り組んでいただき、本当に頭が下がる思いでいます。

先日、私も糸満市での収集作業に参加させていただいた際に、具志堅参考人

から非常に重要なお話を伺ったと思っております。いろいろなところでこれま

、 、で遺骨収集作業をしておりますが 特徴として見つかる遺骨は日本軍人であり

ウチナーンチュであると。米軍の遺骨はほぼ見つからないという特徴があると

いう御説明がありましたが、そのことについて御説明いただけますか。

学校で講話をしますと、アメリカ兵の遺骨が見つかるこ○具志堅隆松参考人

ともありますかということで子供たちからもよく質疑がありました。それはあ

りません。これはアメリカ兵の犠牲者が少ないというわけではありません。ア

メリカはこのように言っています 「戦争の犠牲者を国に連れて帰るのは、ア。

メリカの伝統である 」と言い切っています。それに対して日本では、例えば。

負けた戦なので死んだ仲間を置いて退却せざるを得ないということはわかりま

す。しかし問題は戦後です。戦後になって、経済力も回復してできるはずなの

に、まして沖縄は東京から日帰りもできる場所であるのにそれが行われなかっ

た。南方においても行くのが困難かといいますと、そうではありません。ＯＤ

Ａ―政府開発援助では橋をつくりに行ったり、道をつくりに行ったりしていま

す。そのときにも実際遺骨は出ていると言いますが、それにもかかわらず国は
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やっていません。南方の遺骨収集というのは、遺族会、戦友会が遺骨収集に行

くことに対して、国が旅費を援助するだけなのです。私は国に対して、なぜ国

が積極的にやらないのですかと聞きますと、このように言いました 「私たち。

公務員が動くには根拠となる法律が必要なのです。遺骨収集については法律が

ありません 」と。それがやっと今回できたということです。。

私も当時、米軍人の遺骨が見つからないという話を聞いたと○金城泰邦委員

きに衝撃を受けました。ここに国の姿勢といいますか、そこが顕著にあらわれ

ていると私は受けとめました。戦後70年過ぎていますが、その間、国としてと

ってこなかったのは戦後処理としての遺骨収集作業の重大さに対する欠落だと

思っていまして、これはぜひやっていかないといけないですし、それは沖縄か

ら発信していかないとなかなか国を動かすことは難しいのではないかと。これ

までの取り組みや苦労は、一番具志堅参考人がよくわかっていると思います。

沖縄側から発信すべきものかと思っていますが、その点についてはどうお考え

ですか。

今、委員がおっしゃったように、このことは図らずも結○具志堅隆松参考人

果的にそういうことになります。といいますのは、沖縄で現在始めたＤＮＡ鑑

定、そしてこれから遺骨収集をどうするかということで、沖縄での結果が今後

外地において行われる遺骨収集あるいはＤＮＡ鑑定のやり方のひな形になるは

ずなのです。今ここで私たちがこのようにつくり上げていくものがまさに日本

中の遺族のためになることだということを自覚しておりますし、このこととい

うのは単に沖縄だけの問題ではなく、日本の国民の国に対しての戦争責任、国

家が国民に対する戦争責任のとり方がまさに問われようとしていると私は捉え

ています。

亡くなられた方々も遺骨の収集作業に当たっても、やはり人○金城泰邦委員

権の一つだと思っていますし、そこは同じ人権の扱いとして、義務として受け

とるべきだと思っています。

、 。もう１点だけですが 収集によって見つかった遺骨や遺品があると思います

沖縄県平和祈念資料館で保管しているものというのは、そういったものを全て

保管していると私は認識していましたが、現実はそうではないということもあ

ったと思います。その点について御説明をお願いします。

今の質疑は全体が広過ぎるような気がしますが、例えば○具志堅隆松参考人
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。 、私はこのように捉えていました 現場を読み解くという言い方をよくしますが

現場で遺骨の見つかり方、これは考古学的手法といいますか、遺骨を動かさず

に周りを掘り下げていって、遺骨の状態、姿勢、何を持っているか、その遺骨

が骨の状態からして何歳ぐらいの方なのか、男性なのか、女性なのか、兵隊で

あるのか、住民であるのか、それからそこから出てきたもの―場所によってわ

かること、遺骨によってわかること、持ち物によってわかることの３つを総合

して、この方がいわゆるどういう人なのかということをある程度絞り込んでい

くような作業をしていました。そのことによっていろいろなことがわかってい

きますが、そこから出てきた遺品というものもできるだけ現場に残すべきとい

う考えを持っています。といいますのは、現場にあれば次に訪れた人も遺品を

見て、そこで戦争があったということを認識できるという意味では、できるだ

け現場にあるべきだというのが考えです。しかし、今、委員がおっしゃったよ

うに、これから先、出土物でもって沖縄戦を伝えるという考えというのは大事

なことではないかと思います。私はその考えにのっとって、真嘉比で出た遺物

というのは全部とってあります。なぜかといいますと、あそこは道路になって

しまったので残すことができなかったのです。それで毎日出てきたもの―土の

う袋の１杯分ぐらいずつ出てきますが、期間中に出てきたものを全部残してい

て、ある一定の区画から出てきたものを日にちごとにとりまして、何日はどこ

の作業をしているというものがありますので、どこに出てきているということ

を那覇市に対して示すことができます。そういう意味では、沖縄戦の資料とし

てぜひとも平和教育に活用してほしいということをお願いしてありました。最

初はそうしましょうということでしたが、事業が終わって担当の方が変わった

ら、受け取りを拒否されてしまいました。しかし、これはある特定の地域から

出てきたもので、これでもって戦争を確実に伝えることができる貴重な資料だ

と思っておりまして、これについては私が持っていても意味がありません。む

しろそれを活用できるところに活用していただきたいですし、これについては

ものが何であるということも十分説明できます。例えば、2.5メートル掛ける

６メートルの広さから出てきた砲弾の破片の数が320個余りありました。これ

はどういうことを裏づけるかといいますと、よく沖縄戦で鉄の暴風という言い

方をされますよね。まさにそれです。それから、真嘉比の我々がやっていた場

所で見つかった小銃弾を全部とってあります。これは発射されたものなので危

険はありません。それを10月９日から10月31日までの20日間に出た分を試しに

カウントしてみますと、アメリカ軍の小銃弾は511発ありました。日本軍は５

。 。 。発です この比で100対１ですよね 沖縄戦の証言にこういうものがあります

「アメリカ軍に向かって１発打つと、すぐに100発ぐらい撃ち返された」と。
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それはオーバーかと思っていましたが、少なくともその現場では弾の数で証明

されます。そのようにして出てきたもので沖縄戦の裏づけをしていくという作

業ができると思っているので、これは貴重な資料になると思っています。今、

那覇市が受けとってくれないので正直がっかりはしましたが、これはいずれき

ちんとした資料として我々が次の世代に引き継ぐ必要がある大事なものだと思

っています。話の趣旨が異なってしまいましたが、これについても皆さんぜひ

一緒に考えてください。今言われたように、沖縄県平和祈念資料館にあるもの

もそれはそれで大事です。しかし、あれはどこで見つかって、ものが何である

といった裏づけといいますか、それがなされたかといいますと少し疑問な点が

あります。しかし、真嘉比の資料については沖縄大学でも出土品の調査を行っ

ています。そういう意味では、全遺品にキャプションをつけてから使えるよう

にしたいと考えています。

今、たまたま具志堅参考人が御健在なのでいいのですが、一○金城泰邦委員

ＮＰＯ法人の事務所に遺品や出土品がそのままというのはおかしいです。これ

はぜひ県や那覇市がしっかりと保管して、戦後沖縄にこういうことがあったの

だということを次の世代にもしっかりと伝えていかないといけない、非常に大

事なものですので、これはしっかりと要請してください。

。 、○具志堅隆松参考人 ありがとうございます なぜうれしいのかといいますと

そういうものを持っていて、これは絶対大事なもので将来活用しないといけな

いと思っていますが、私が亡くなったら私の家族はこれを処分するのにとても

大変なことになると思います。捨てるわけにもいかないですし。ですから、こ

れを那覇市であれ、沖縄県であれ、受けとってそれを活用するというのであれ

ばお手伝いします。ぜひお願いします。これについてはまた改めて陳情という

形をとりたいと思いますので、よろしくお願いします。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

西銘純恵委員。

戦後71年たって、まだ戦争責任が日本の国として不十分なま○西銘純恵委員

まにあるということをとても感じます。唯一地上戦が行われた沖縄には本当に

多くの遺骨が残っていますし、肉親を奪われて亡くなった遺族の皆さんも高齢

化して、どのような思いでこれからの余命をというところもあると思います。

そういう意味では、やはり法律が制定されて、具志堅参考人がおっしゃるよう
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に、沖縄県民から真っ先に遺族のＤＮＡ鑑定を行うというのは当たり前な政府

の責任ではないかと思います。この法律の制定とＤＮＡ鑑定の財政的な部分と

いうことも絡むと思いますが、厚生労働省と県民の遺族のＤＮＡ鑑定について

具体的なやりとりというのはありましたか。

沖縄戦の戦没者と遺族のＤＮＡ鑑定について、国がこれ○具志堅隆松参考人

まで述べていた部分としてこういう言い方があります 「４カ所の地域にいた。

と思われる部隊の名簿によって、戦没者の遺族を特定し、連絡をする 」と。。

この話というのは兵隊の話ですよね。それで何名かの議員に沖縄の住民につい

てはどうするのかということも聞いてくれないかということで聞いていただき

ましたら、国が言っていたことが―これは確か資料もあるはずですが 「住民、

については沖縄県がやります 」と。ＤＮＡ鑑定は国がやりますが、住民への。

連絡―いわゆる通達ということだと思いますが、先ほど言いました2533名のう

ち17％の人が手を挙げたというのは、実は兵隊の話だと思っています。沖縄の

住民がどうなったのかということについては、平和援護・男女参画課に聞きた

いと思っています。それから費用についてですが、国から漏れ聞いている範囲

では、ＤＮＡ鑑定については費用をそれほど懸念するようなものではないとい

うことを聞いています。といいますのは、遺骨のＤＮＡ鑑定についてこれまで

の国とのやりとりの中で私たちが確認していることは、遺骨の場合は５万円だ

と言われております。そして遺族の場合は３万円だと言われております。これ

は１組ですと８万円ですよね。実は、ＮＰＯでＤＮＡ鑑定を行っているところ

が福岡にあります。日本で行われているＤＮＡ鑑定は、父子鑑定―父親と子供

に血縁関係があるかということを確認するような作業だと思いますが、国内で

一番数をこなしていると思いますということを言っていました。ちなみに、Ｎ

ＰＯだと遺骨と遺族のＤＮＡ鑑定は幾らぐらいかかるのかお聞きしましたら、

両方で４万8000円ぐらいだという返事をいただきました。私たちは特定の企業

や団体をそういうものに勧めようという気はありませんが、税金の使われ方と

してはそれは考えないといけないことだと思います。

沖縄県民が一番つらい思いをして長い間胸にためてきたと。○西銘純恵委員

しかも今の政府の状況などを見ていると、また戦争が起こるかもしれません。

ですので、戦争がどのようなものだったのかという語り部がどんどん出てきて

いるという状況がありますが、そういう中で本当に沖縄県民の遺族や住民のＤ

ＮＡ鑑定を沖縄県が通知をしてやっていくと先ほどおっしゃっていましたが、

やはりそこら辺は県が率先して遺族の皆さんのＤＮＡ鑑定を厚生労働省がやる
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ということであれば、住民の皆さん、遺族の皆さんの中でＤＮＡ鑑定を希望す

る皆さんはどうぞということで、沖縄県が沖縄県民の遺族に対しては早くやる

べきだと思います。議会ですので、積極的に県政に求めていくということをや

ったほうがいいのか、そこら辺については御意見をお願いします。

まさにおっしゃっていたように、沖縄県議会として県民○具志堅隆松参考人

の戦争犠牲者遺族のＤＮＡ鑑定―ある意味、精神的な救済といいますか、遺骨

を家族のもとへ帰すといった作業が国の法律によって行われるという、そうい

う時代になったということです。それであれば、沖縄県もただ国がやることに

任すだけではなく、もっと主体性を持って自分たちのこととして取り組んでほ

しいと思っています。それについては沖縄の状況がどうなっているのかという

情報を沖縄県はもっと発信するべきだと思いますし、例えば「沖縄戦の犠牲者

と遺族のＤＮＡ鑑定が始まりました。この機会にぜひ皆さん参加してくださ

い 」と呼びかけたり、ただ参加してくださいと言いましても今の段階だと４。

カ所の方だけなので、その枠を取っ払って希望する方から先に受け付けておく

ぐらいのこともやっていただきたいと思っています。

沖縄県の課題をお尋ねしましたので、そういう方向でという○西銘純恵委員

ことを考えていますが、後は鑑定場所の話、大腿骨とかＤＮＡ鑑定ができると

ころからやるべきだということも我々に陳情で出されていますので、やはりそ

こは厚生労働省に鑑定率といいますか、確率も高い部分があるということが科

学的に出ているということであればそれも進めていくべきだと思います。

もう１点お尋ねしたいのですが、住民収容所の中で亡くなった皆さんなどが

どうなっているのかというところがありまして、キャンプ・シュワブの中は戦

後、基地になったために、入れていないわけですよね。そこの遺族の皆さん―

これは名護市が出されて、今帰仁村の墓地が基地の中にあったと。今帰仁の収

容所や本部住民収容地区、伊江村など、そういう地図も明確に出されています

が、基地になってしまって住民が戦後入れず、遺族として手向けることもでき

なかったとか、亡くなった家族がどうなっているのかとか、そういう思いがあ

ると思います。この基地の中という特殊な、とりわけキャンプ・シュワブとい

う中で遺骨調査が必要だと思いますが、それについてはこの間どのような取り

組み、それから考え方を持っていますか。

沖縄での遺骨収集、いわゆる戦闘があった場所での遺骨○具志堅隆松参考人

収集というのが主にこれまで行われていまして、住民収容所で亡くなった方の
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遺骨がどうなっていたのかということについては実際盲点でした。これはキャ

ンプ・シュワブだけではなく、宜野座村でいいますと、11の収容所がありまし

て、９つの埋葬地があります。この住民収容所には埋葬地が必ずつきものなく

らい亡くなっていくのです。例えば、沖縄でも住民収容所といいますと、コザ

・石川・金武・宜野座・辺野古・東村・ヤンバルもそうですが、これは北に行

くほど食料事情はとても悪くなっていきます。例えば、あれは東村といいます

か、大川の収容所だと4000人余り収容されていたうちの1017人が亡くなったと

いわれています。４分の１です。原因はほかの収容所も一緒ですが、逃げるこ

ともできない―強制収容所は逃げようとすると射殺されることすらあったと言

われていますが、そういう強制収容所であるにもかかわらず、食料が十分配給

されないと。そこではみんなが栄養失調になり、そこにマラリアが蔓延して、

体力がない者から亡くなっていったと。そして、宜野座村の福山でも600人、

古知屋第一でも400人余り亡くなったと言われていて、今、古知屋の埋葬地は

畑になっていますが、福山収容所は埋葬地がわかりました。それで今、宜野座

村の博物館と一緒にそこを調査していました。そして、博物館はそれに着手し

まして、まだ進展しているわけではありませんが、そういう北部の収容所の埋

葬地の調査もむしろ沖縄県にやってほしいと思っていますし、このことについ

て私たちから沖縄県北部の収容所の埋葬地の調査をやってほしいという陳情を

出しています。それを出した後にすぐキャンプ・シュワブの工事が始まったの

で驚きましたが、キャンプ・シュワブは特に急いでほしいと。私に言わせれば

沖縄県の仲井眞知事が申請を承認したことには瑕疵があると思っていまして、

それはどういうことかといいますと、工事の仕様書でどのように工事をするの

かというときに、例えばそこに住んでいるヤドカリなどの天然記念物にはどの

ように対応するのか、それから毎年あります地域の伝統行事に工事が影響を及

ぼさないようにどのようにするのかといった、いろいろな事細かなことを沖縄

防衛局は申請するに当たり対応策を述べてから出しています。しかし、そこに

遺骨のことは一言も出てこないのです。その時点では、実はまだキャンプ・シ

ュワブが大浦崎収容所であったということ、そこには埋葬地があって、戦後こ

の方一度も調査されていないということ、そのことはまだほとんど知られてい

ませんでした。キャンプ・シュワブは以前大浦崎収容所といいまして、６月の

中旬ごろに米軍のトラックが来て、本部・今帰仁・伊江島の人たちに全員乗り

なさいと言って連れていった先が今のキャンプ・シュワブなのです。そこは住

民収容所―言わば強制収容所なのですが、そこに今度は戦闘場所で収容された

中南部の人たちがそこにも送られます。私が把握しているだけでそこで亡くな

った人たち304人は確認しています。これは平和の礎で大浦・大浦崎・大浦崎
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収容所で亡くなったという人を調べて見ましたら、304人になっています。実

際に大浦という部落もありますが、それは除きました。そして、キャンプ・シ

ュワブの大浦崎収容所に収容されていた方で松田さんという方がいます。この

方から話を聞いたときに屋嘉節みたいな歌が収容所の中でつくられて歌われて

いたと言っていました 歌詞は教えていただきましたが その歌詞の中に 400。 、 「

の魂」という一節がありまして、当時、収容所の中で400人の方が亡くなった

ということを中に収容されていた人たちが認識していたのだと。この亡くなっ

た人たちの中で、平和の礎に大浦崎で亡くなったと申告した人は遺族が知って

いるということですよね。ところが、南部の戦闘場所で１人で捕虜になって、

そこに連れて行かれて１人で亡くなりますと、これは伝える人がいません。私

のもとにあるおばあさんからこのような電話が来ました。自分は当時７歳だっ

たと。７歳でおばあさんと一緒に宜野座の収容所に米軍の捕虜になってから連

れて行かれて、そこの収容所でおばあさんが亡くなって埋葬されるところを見

ていたと言うのです。しかし、小さくて何をしていいのかわからないままずっ

とこの歳まで来ていると言うのです。今からでも探せますかと。こういう状況

というのは各収容所にあるはずです。小さいがために身内の死をどうしたらい

いのかわからない、あるいは孫の死をみとったおばあさんが部落に帰ってすぐ

に亡くなりますと、それをとりに行く手だてもなかったとか。そういう意味で

は北部の各収容所の埋葬地はまだ本格的に調査がされていません。キャンプ・

シュワブについて言いますと、あそこは大浦崎収容所が解散した後、1956年と

いう戦後の早い時期にキャンプ・シュワブの建設のために立ち入りができなく

なります。通常、収容所から開放された人たちというのは部落に帰って、生活

が落ちついてから遺骨をとりに行こうとしますが、そのときには立ち入りがで

きなくなっていたと。そういう意味でも遺骨が残っている可能性が高いです。

それから、ヤマガワカズコさんという方―これは新聞の記事にもありますが、

この方はお母さんを大浦崎収容所で一緒に収容されているときに亡くして、お

母さんを埋葬しています。家族で埋葬して、おじさんが豚小屋から大きな石を

転がしてきて、埋めた頭のところに置いたと。ヤマガワさんはこの意味がわか

らなかったと言いますが、おじさんはこの石を忘れるなと言っていたと。戦後

２年目におにいさんたちが帰ってきてから、埋葬場所に遺骨を掘りに行ったと

きに草が人の丈ぐらい生えていて、どこにあるのかが全くわからなかったと言

っていました。ところがその石を探すことができたので掘り当てることができ

たと。そして、ヤマガワカズコさんがおっしゃるには、お母さんを埋葬後１週

間後にお参りに行ったときに、右側には新たな土まんじゅう―要するに、埋葬

した後が３体あって、左側には７体ぐらいあったと言っていました。その人た
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ちは何も目印をしていないので、わからないはずと。ですから、多くの人が探

していたかといいますと、まだ疑問があるのでこれは調査すべきだと。ヤマガ

ワカズコさんがお母さんを埋葬した場所というのは地図上でも指摘できます。

先ほどの地図の中、いわゆる今帰仁の墓地と言われているところの南側の海岸

線に沿った場所です。そういう意味でも私はキャンプ・シュワブの中の埋葬地

と言われている場所は調査すべきだと思っています。

ＤＮＡ鑑定もそうですが、今言ったように遺骨がまだ収集さ○西銘純恵委員

れていないというところも、県政が基地の中も調査すべきという立場を話され

たと思いますので、以上で終わります。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

比嘉京子委員。

１つ目の陳情第122号の記で「遺骨のＤＮＡ鑑定の検体を歯○比嘉京子委員

のみでなく、四肢骨も検体とすること 」という部分がありますが、それに対。

して県は「歯以外の部位については、十分なＤＮＡ情報が抽出できない場合が

多い」という認識を示しています。それについてはどうお考えですか。

歯以外からＤＮＡがとれにくいという考えもあります。○具志堅隆松参考人

それはどういうことかといいますと、その遺骨の状況によります。遺骨が地表

にあって、風雨にさらされたり、あるいは紫外線にさらされているような状況

ですと正直に言いまして遺骨からはとりにくいです。そういうときはむしろ歯

のほうがとれやすく、そのように地表にある遺骨というのは風化して表面から

さらさらになっていきます。そういうことは確かに厳しいと思っていますが、

土をかぶっている状態だとこれはとれています。といいますのは、例えば琉球

大学で古人骨―発掘された古い人骨ですが、例えば１万年前、２万年前といっ

た古人骨からでもＤＮＡはとれています。今、おっしゃっているように、歯以

外からとれにくいという見解というのは、地表にさらされているような状況に

おいては、確かにそれは言えます。しかし、埋葬状態の場合は非常に状態がい

いです。ただし、掘るときに出てきた遺骨をできるだけ手で触ってほしくあり

ません。あるいは汗をかきながら掘っていて、掘っている人の汗が骨にかかり

ますと、掘っている人のＤＮＡが出てしまうのです。ですから、そういう意味

では、遺骨収集に携わる人たちへの啓発も必要かと思っています。それから、

先ほどのものと関連しますと、遺骨収集というのは南部では今までよくやられ
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ていますが、基地の中には入れないと。しかし、そこにあるのは大体埋葬状態

といいますか、土をかぶっている状態です。これは少し加えますとキャンプ・

シュワブだけではありません。キャンプ・キンザーもそうです。向こうは米軍

がアイテムポケットと呼んでいるような物すごい激戦地です。そういう意味で

はこれから先キャンプ・キンザーもそういう候補にしてほしいと思っていま

す。

、 、○比嘉京子委員 具志堅参考人の認識としては その状況によるということで

ここでは科学的な知見からできるのか検討したいと県が認識を持っているもの

ですから、それについて具志堅参考人の見解としてはさらされている場合以外

の埋葬されている状態では問題がないということで受けとめておきます。

埋葬されている状態ともう一つは防空ごうの中、あるい○具志堅隆松参考人

はガマの中にありまして日にさらされていないとか、そういう状態も含めて状

態はいいと判断しています。

２つ目の陳情第123号の処理方針ですが、これまで私も厚生○比嘉京子委員

労働省に直接要請に行ったこともありますが、豆腐にくぎのような、気のない

ような受けとめ方というのが印象に残っていますが、それでもこれだけ粘り強

くされてきたことでＤＮＡ鑑定は遺品がなければやらないということを前進さ

せられましたし、今回、法的根拠がないのでできないというところに法的根拠

。 。 、をつくってもらったと これは具志堅参考人の大きな力だと思います そして

そこにさらに具志堅参考人が例えば４カ所という場所を限定せずに、とにかく

遺族が生きている間に遺族からＤＮＡをできるだけ希望するならとっておく

と。そして今、見つかっていない遺骨と照合するというようなことを推進する

ために、今、２つの記が書かれていますが、そこをやるためには例えばどうい

うことが私たちにできることですか。例えば、この間の参議院議員会館におい

ての説明会の状況とか、厚生労働省の職員がそこに来ていたのかどうか、そし

てどういう関心を持ったのかどうか。今、具志堅参考人は４つのポイントだけ

ではなく、もっと拡大をすべきだと。それと高齢化している遺族の方のＤＮＡ

を早く採取してほしいという２つをおっしゃっていますが、そのことを動かし

ていくために我々議会としてできること、そして参議院議員会館での集会も含

めて御意見があればお伺いしたいと思います。

非常に勇気づけられる質疑ですが、私は今回の陳情が採○具志堅隆松参考人
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択されて、厚生労働省に意見書が上がったら、今度は参議院の厚生労働委員会

で取り上げていただくようなことを考えています。要するに、厚生労働委員会

で沖縄からこういう意見書が上がってきているはずですよねと。それについて

は単に沖縄だけの声ではなく、国民全体の遺族の利益、権利とも合致するはず

ですので、国はこれをやるべきではないですかといった、要するに合理性があ

るかという意味で―私はあると思っていますので、それについては衆参両院の

厚生労働委員会でもそのことを取り上げていただき、より実現に向けて国会の

中でも声を上げてもらおうということを考えています。そういう意味では、皆

さんの関連の国会議員の方にも同様に、厚生労働委員でなくても声を上げてい

ただくようなことを考えて協力していただけないかとか、あるいは沖縄におい

ても、これはこちらが努力しないといけないことなのかわかりませんが、普遍

的なものにしていくような、そのような努力が必要なのかと。そういう意味で

はマスコミにできるだけこちらからも発信するということも必要だろうと考え

ていますし、沖縄県の県政において、議会から県においても当事者意識を持っ

て臨んでほしいという、そのようなアプローチができないかとか、私も衆参両

院の厚生労働委員会にぜひこのことは日本の遺族全体にとって利益となること

だと思うのでぜひ協力をお願いしますということで、これからその方向に動こ

うと思っています。

きょういただいた資料に書いてあります戦没者遺骨返還のあ○比嘉京子委員

り方を考える国会院内集会がありますが、その中にあります参議院の厚生労働

委員会を中心にということで理解をするところですが、今おっしゃることは、

私たちが陳情を踏まえた意見書を国に出してほしいという意を酌み取るという

ことでよろしいですか。県が出している去年の文書もなかなかどうなっている

のか見えないところはありますが、七、八年―10年ぐらい前ですか、厚生労働

省にも何回か行っておりますが、なかなか動きがないと思っている中で先ほど

おっしゃったように遺品がそばにあるのかどうなのかということでなければＤ

ＮＡ鑑定は認めないなどといったことがどんどんに粘り強い訴えでかわってき

ているということを非常に実感いたしますので、ぜひまた各委員の賛同も得な

がら意見書の提出につなげていければと思います。

今おっしゃっていたことはよくわかります。厚生労働省○具志堅隆松参考人

に申し出て陳情を出しても、イエスとも、ノーともつかないような返事しか出

てきません。しかし、そこは厚生労働省そのものというよりも、厚生労働委員

の方たちにむしろ問題を共有していただいて、この委員会からも国に働きかけ
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るといった手法が大事だということをやっているうちに気がついたので、そう

いうことも行っていますが、この動きの中で沖縄のＤＮＡ鑑定は今年度中とな

りますが、３月までにはどれぐらいの人数が確定したということが出ると思い

ます。そのときには院内集会をもう一つ行って、厚生労働省にも来ていただい

て、その報告もやっていただきながら、遺族の声も議員に反映させられるよう

な、いわゆる議員と遺族との対話の場にもなって、なおかつ厚生労働省から今

回のＤＮＡ鑑定の成果を報告していただくと。できるならば遺族からこの先ど

のようにしてほしいという声が直接議員に伝わるような、そういうものがつく

れればということで次なる院内集会というのはそのようにできないかというこ

とも考えております。

ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

亀濱玲子委員。

陳情第122号ですが、先ほども比嘉委員がおっしゃっていた○亀濱玲子委員

国は歯以外からの自分のＤＮＡの情報が抽出されない場合が多いということを

県も踏襲しているわけですが、今のお返事からいいますと、私たちが国に意見

書をもし出すとしたら、歯との差は35倍であるとか、そうではなく遺骨が保存

されている状況によって抽出される可能性が違ってくるので、残されている全

ての遺骨の保存状況のよいところから抽出するということですので、国には歯

と限定せずにむしろその保存されている状況によって全ての部位―四肢骨から

とらなければならないということを国に考え直してもらうといいますか、その

ことを言わなければいけないのではないですか。

実は、国と話し合いをするときによくそういうところに○具志堅隆松参考人

行き着きます。例えば人間には220の骨がありますがそれを全部やるのですか

となりますと、そういうものは必要ないですよね。例えば手足の骨というのは

四肢骨といいますか、これでも１人につき12本あります。４つですけれども、

ここに２本、足にも２本ありまして12本になりますが、これが１人には部位は

１つしかないものですから、同じ部位が２つ出てこればこれは２人だというこ

。 、とで人数特定のときの根拠にしています 例えば右腕の尺骨が２本ありまして

ほかは出ていないと。それから、13本出てきていて右尺骨だけが２本あるとし

たら、これは誰かの全然違う人の右尺骨がまざっているという考え方をします

が、例えば肋骨であるとか、背骨などはまざると正直難しいです。ですから、

そういう意味で四肢骨、手足の骨だけをという捉え方をしています。肋骨を束
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になってたくさん持って来られても、これは正直に言って２人分に分けるとい

う作業は難しいです。ところが手足の骨であればこれはできます。そういう意

味で手足の骨も対象にしてほしいというような、それも例えば見ていたら70年

間ずっと太陽にさらされて、チョークみたいになっているような遺骨ですとほ

とんどできません。そういう場合には諦めるということは十分あり得ると思い

ますが、土の中から掘り出されて頭蓋骨がない、歯がないとか―今、糸満市の

束辺名というところでやっていまして、そこでも２体出ていますが、上半身は

火炎放射器で焼かれているようで、顎が出てきていますが焼かれてしまってい

て、これは無理だと。そうしますと下半身は割ときれいにそろっているので、

それを対象にすればできるはずだと、なおかつ宮城と書かれた万年筆も出てい

ます。ただ宮城だけではわかりませんが、そういうものも対象にしてほしいで

すし、できれば厚生労働委員会の方々にそういう現場に一度来ていただければ

現実を目の当たりにして、やはり歯がないという状態があり得るのだと。そし

、 、 。て 今おっしゃっていたように 科学的にこれは難しいという場合もあります

そういうことまでやりなさいとは言いません。１体出ているけれども歯がない

と。そうすると、その人は対象にはならないのかと。そういうときには手足も

使ってほしいと、そういう努力をしてほしいと思います。余りにも歯しかやり

ませんということで、600体あるうちの87体しか対象にならないというのは、

犠牲者への差別だと思っています。

先ほど、せっかく掘り出したのに火葬をするという話があり○亀濱玲子委員

まして、それも置く場所がないのでという話をされていましたが、置く場所と

いうのは今後確保するという話は進んでいますか。

恐らくやられていると思います。その後は何ら苦労して○具志堅隆松参考人

いるような話は聞いていないので。ただ、何と言いますか、見つかった遺骨を

火葬するというのは沖縄ではとまりましたが、南方ではまだやられています。

南方で見つかった遺骨を持ってくる前に火葬してから持ってきて、それを厚生

労働省は歯がある場合には歯をとりまして、歯がついていた残りの骨は分けて

から火葬を行って返せるようにしていると言っていますが、しかし歯がない方

は帰れないように火葬されてしまうということですので、これはぜひ遺骨を持

ってきてそこでＤＮＡがとれたら火葬を行って、小さい骨壺に入れて返せるよ

うな状態にするのでしたらまだわかります。ＤＮＡ鑑定で帰る道を完全にゼロ

にしてしまうことが私は間違いだと思います。
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ほかに質疑はありませんか。○狩俣信子委員長

（ 質疑なし」と呼ぶ者あり）「

質疑なしと認めます。○狩俣信子委員長

以上で、具志堅隆松参考人に対する質疑を終結いたします。

この際、参考人に対し、委員会を代表して、一言お礼を申し上げます。

本日はお忙しい中にもかかわらず、長時間にわたり貴重な御説明をいただき

心から感謝いたします。

本日拝聴いたしました内容等につきましては、今後の委員会審査に十分生か

してまいりたいと思います。

具志堅隆松参考人、ありがとうございました。

休憩いたします。

（休憩中に、参考人等退室）

再開いたします。○狩俣信子委員長

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

委員の皆さん、大変御苦労さまでした。

本日の委員会は、これをもって散会いたします。
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